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1　はじめに

　時折，当館の利用者や私の友人などか

ら，「一体，国立国会図書館にはロシア語

の本は何三位あるのですか？」と聞かれる

ことがある。そのたびに私は答に窮して，

「さあ，よく分りませんが，ざっと4～5

万冊位でしょうか？」と，ひとまずお茶を

にごして急場をしのぐのであるが，考えて

みると誠に無責任な話である。しかし，そ

れというのも，当館にはロシア語の本の数

が分る公式，非公式の統計がなく，また当

館所蔵の露文資料の所蔵目録（例えば早稲

田大学図書館「洋書目録：露文図書篇，第

1編」のようなもの）もない。従って所蔵

冊数を自信をもっていえる数的根拠がない

のである・。今回，たまたま標記テrマで本

誌に執筆することになったのを機会に，多

少とも数字的に根拠のある計算をしてみ

た。その結果，偶然にも私の当て推量は，

それ程見当ちがいではないことが分り）．内

心ほっとした次第である。その算定の基礎

には，あとでふれるヒと回しよう。

　さて，この4～5万冊近い露文資料の全

貌を，私が紹介することは力量の点からも

不可三三こ近い・その上・当館がその蔵書を

引きついだ旧帝国図書館時代の露文資料に

ついては，所蔵冊数は多くはな1いとはい

え，たまたま私が知りえた範囲で推量する

ほかないため，知識が不充分である。幸い

国立国会図書館創設以後の分については，

筆者の入館後数年をへた，ユ954～55年頃か

らやっと露文文献の入手が可能になったこ

とと，筆者が社会科学部門の選書関係の仕

事にタッチする立場にいたため，ある程度

こり分野全体を見通しうるのであるが，当

館の露文資料のうち，相当な比重をしめる
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科学技術部門については，筆者にこの分野

の素養がないため，今回の紹介の対象から
　　　　　　　　　　く注）
殆どはずさざるをえない。したがって，以

下に紹介するのは，事実上，人文1社会科学

部門の資料に限定されることを：おことわり、

しておく。なお，以下の叙述で，資料名の

あと三角ガッコに入れて書いてあるのは，

当館の請求番号ないし展示場所である。

（注）　創館以来永らく当館に在職され，先年定

　年退職された西村庚氏は，そのロシア囲め語

　学力と露文資料についての学識で貢献される

　とζうが多かったが，氏が科学技術資料課に

　おられた当時執筆された「国会函書館の露文

　資料と目録について」（『ナウカの窓』1960年

　11月号）は，筆者の知るかぎりでは，およそ

　当館の露文資料の紹介文としては唯rのも

　のである。この時点での当館所蔵資料の簡潔

　な紹介として役立つのみならず，」こめ頃露文

　の科学技術資料，とりわけ雑誌の収集に大々

　的に乗り出していた状況がよく述べられてい

　る。

豆．検索のツ．・一一ルと留意事項

は，なかなか手間どるのである。一

　しかし，，国立国会図書館にな？てからの

ものは，若干の検索ツールがあるので，こ

れによることができる。

　①『洋書速報』（ロシア語特集）

　標記r速報』は，1956年4月1日号以
来，整理ずみの洋書を分類順排列により半

月刊で速報しているが，55号（1958年8月

15日号）．以来，年3～4回程度「ロシア語

特集」を刊行しているので，・これをたどっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
てゆけば，何とか通覧することができる。

毎号400タイトル前後を収録しているが，

何ぶん分載形式であるから，体系的把握は

困難である。また，そこに記載されている

請求記号で，そみ後，訂正，変更されてい

るがものあるので注意を要する。

（注）　目一三室に展示されている『洋書速報』層

　は・、その性格上・1年分以内のファ1イルしか

　置いていない。参考書誌部経済社会課には，

　「ロシア語特集号」のみの事務用ファイルが

　ある。

　さきにふれたタうに，当館ecei；まだ十二

・資料だけの蔵書目録がない。また，洋書の

閲覧目録も，ロシア文字（一般にいえばキ

リ・一ル文字あるいはスラブ文字）のものを．

別ファイルしないで，著者・書名目録につ

いては見出しにあたる部分をロー々字化

　（この規則については後述）して，’他の諸．

言語のものとT・一一i緒に繰込るである。そのた

め，露文資料のみを一覧してつかもうとし

ても不可能である。また，旧帝国図書館時

’代のものは，国立国会図書館になってから

のものとは別建てで，しかも更に，明治5

年・（1；872）一昭和19年（1944）までと，昭

和20年．（1945）から国立国会図書館への合

一併までの時；期（昭和36年：1961）とに二分

されているので，カード目録による検索

　②，「国立国会図書館所蔵ロジア語文献目

　　録」1～3（昭和30～33年：1955～

　　58），全3冊〔経済社会課事務用〕

　タイプ謄写の粗末なものであるが，①の

「ロシア語特集」号が出る以前のr洋書速

報』に，毎号ばらばらに収録されていた露

文図書約2，　30Qタイトルをピック・アップ

して，一覧できるようにしたもの。4～6

も準備して『速報』55号に接続させる予定

であ6たが，事情で中断した。なお，3年

末尾には，当時まだ未整理であった満鉄東

亜経済指墨蔵の洋書中に含まれていた主要

露文図書約100点が掲載されている（現在，

整理ずみ）。

③「国立国会図書館蔵書目録洋書編昭
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　　不p23～33　（1948～58）」　1～2．　〔目録

　　室備え付け〕

　当館の洋書全艘をふくむ第一1期分（創館

．後最初の10年間分）の蔵書目録である。分

類目録であるから露文図書は勿論分散して

いるが，ある程度主題ごとにまとまってで

ていることが多いから検索には便利。最大

の難点は，この時期たはまだ露文図書が少

いことである。前述のように，1954～55年

頃から購入が活発化したからである。つい

でながら，和漢書については，第2期分，

つまり次の10年間の蔵書目録が刊行されて

いるのに，洋書の第2期分の準備・刊行が

：大幅におくれているのは残念である。第2

期分に収録されるものこそ，露文図書のみ

ならず，他の欧文図書も，収集の質量とも

に大いに充実してきた時期なのであるb第

2期分の刊行は，当館の利用者からも強く

望まれているものである．ことを申しそえて

おく。

　④「播磨楢吉旧蔵書目録」　昭和35年

　　（1960），69頁〔目録室備え付け〕

　当館の「蔵書目録」別冊第2として刊行

されたこの目録ぽ，創落後当館が入手した

露文資料中の，いわぽ目玉ともいうべきも

ので，すでに内外の研究者から注目され，

まfe．利用されてきたものである。俗に「播

磨文庫ゴとよばれているこのコレクション

は，約900タイトル（1，200冊）あり，19世

紀後半から今世紀30年代頃までに刊行され

た，政治・経済・社会恩想・歴史・地理を

中心にした質のよい資料ぽかりで，収集者

の見識の高さをしのばせる。

　ちなみに，故播磨楢吉氏は「時事新報」社

の特派記者として，第1次大戦ぼっ発後入

回し，首都ペテルブルク（現レニングラー

ド）で1917年の大革命を身をもって体験し

3

た人である。帰国後退社し，外務省などに

関係された時期もあったが，のち専ら読書

と研究の生活に入られたと聞く。蒙古史等

についての学識も卓抜なものがあること

は，このコレクションにも反映されてお

り，更に氏は，太平洋戦争中にヤクボアス

キーらの　「金帳汗国史」（生活社，1942）

〔238．04－Y16ウ〕の訳業を世に送り出し

ておられるのである。

　全蔵書約6～7，000冊といわれた氏のコ

レクション中のエッセンスともいうべき部

分を当館が入手しえたのは，氏とは旧知の

間柄で，同じくロシア革命当時「毎日新

聞」記老としてモスクワに在り，のち在野

のロシア・ソビエト研究家としで，更に晩

年には当館の「調査及び立法考査局」の調

査員をしておられた故黒田乙吉氏の御努力

によるものである。なお，播磨町の旧蔵本

のう’ち，語学関係書は東京外国語大学図書

館に所蔵されている。

　このコレクションの整理を手がけられた

のは，目録法のベテランで旧満鉄奉天図書

館以来，ロシア語資料の目録法にも通じて

おられた故高橋泰四郎氏で，蔵書目録は

「播磨文庫」の特色に見合った独特な分類

構成をとっており，正確な巻末著老索引と

相倹って，資料の検索を頗る容易にしてい

る。

　この「文庫」の内容紹介は，rlV　おも

なコセクション」の項にゆずることにす

る（14～16頁参照）。

　検索のツールとして，列挙するに足りる

のは，一応以上のとおりであるが，雑誌，

新聞の検索法について一言しておく。

　雑誌についても，露文雑誌だけのリスト

はないから，「国立国会図書館所蔵欧文雑

誌目録1976年末現在」およびその「追

録」〔目録室雑誌検索台備え付け〕、による



ほかない。これは誌名のアルファベット順

目録で，ロシア文字は前記のようにローマ

字化されて，他の欧文雑誌とr一一‘緒に排列さ

れている。筆者が数えた限りでは，同書藩

中の露文雑誌のタイトル数（デッド・タイ

トルを含む）は約650で，同「追録」中に

も約30タイ・Fルあった。このうち科学技術

関係雑誌の比重は6割以上ある，と思われ

る◎

　新聞については「国立国会図書鯨所蔵新

聞目録　昭和44年11月現在」〔新聞閲覧室

備え付け〕・があり；巻末付録5「外国語新

’聞国別所蔵一覧」中の「ソヴィエト連邦」

の項をみると，露語の新聞は15紙にすぎ

ず，いささか貧弱である。，しかも現在継続

中のもの嫁10紙である。「プラウダ」「イズ

ヴェスチャ」のたぐいも，、所蔵はせいぜい

1930年頃力｝らで，「文学新聞」も永らく中、

摂しており，1975年半ばから再入手した。

　次に，カL、ド目録検索上の留意事項につ

いて若干ふれておく。’

　1翻字規則　、　’
　図書のカード目録の標目（カードの見出

しの部分）ジ欧文雑誌の冊子目録中の駅名

・の表記は，’当館ではすべてアメリカ議会図

書館と同様，A：LA（アメリカ図書館協会）

のロシア文字翻字規則によっている。した

がって，「この規則を知らないと検索しにく

v・。このロシア文字の翻字規則をふくめ，

いわゆるキリール文字（スラブ文字）全般

についてのALAの翻字規則の一覧表は，

荊記「欧文雑誌目録」の凡例7に「スラブ、

文字翻字表」として掲載されているので，

是非これを見て頂きたい。

　なお，やっかいなことに，．当館の目録室

周辺のガラス戸棚中に備えてある各国の全

国書誌，主要図書館蔵書目録は，国によ

り，館により1翻字規劉を異にしている。

全米総合目録である“The　Nationa1　Union・．

Catalo9”は，　ALA方式であるから問題は．

ないが，“British　Museum．　General　Ca－

talogue　of　the　Printed　Books”　となると

イギリス式で，いくつかの点でALA方式，

とちがう。“Bibliothさque　Nationa1．　Cata一・

logu6　G6n6rale　des　Livres・　lmprim6s”の・

著者目録編は，．フランス語の発音にそった

翻字法である。キール大学，世界経済研究

所のカタログ（当館は現在，．その人名別ガ

タログ“Personenkatalo9”を所蔵）だと，

ドイツ語発音を考慮した翻字法を採用して

いる。当館は所蔵していないが，スラブ闘

係コレクションで有名な，“New　York二

Public　Library．　Dictignary　Catalog，　of；

the　Slavonic　Collection”だと，向じアメ

リカでありながら，ALA方式ではなく，

むしろBritish　MuseuMに近い方式をと
　　　　　　　　　　　　（注）
っているので，注意を要する。．

（注）名国語による翻字規則の特微と，その異

　同については，筆老はかつて，説明’しておい

　たことがあるが（菊地昌典編「ソビエト史研

　究入門」東京大学出版会，1976年〔参考図書

　室書誌コーナー〕pp．133一4参照），最近刊『

　行の東郷正延三編「ロシア・rソビエトハン、ドー

　ブック」三省堂，1978年〔GG　8－11〕P，　414，

　に，一覧表がある。、

　2　団体標目
個人著者の本は，前記の翻字規則さえ覚

えれば検索は容易であるが，、団体（国家機

関，諸官庁，研究機関等）の刊行物の場合

は仲々やっかいである。筆者自身，当館が

所蔵していることをはつぎり知っている資

料を，利用者や館内の同僚諸氏から「カー一，

ドをいくら引いても見つからないが……」

と問われて）’さて自分がカードを繰ってみ、

ると成程垂々分らず，とうとう書庫に直接
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．とびこんで現物に当り，請求記号をしらべ

てくる，といった笑えぬ経験をしたことさ

えある。ttt

　要するに団体の刊行物，’とりわけ国の諸

機関の刊行物は，』何もロシア，ソ連邦に限

ったこ、とではないがゴ．洋書目録の規則上，

主標目の国名をまず英語で表記し，．次に機

欄名，．例えば官庁名をそれぞれの原綴り

　（ロシア語の場合は前記規則で翻字）で記

入する，という工合になっている。国名が

イギリスやアメリカ合衆国なら，Gt．　Brit

、とかU・S・、ですむところを，政権が交替し．

，たロシア・ソ連邦の場合は，国名はすべて

Russiaで統一しているとはいえ，十月革

・命以前についてのみ単にRussiaですむが，

ユ917年以降1923年のソ連邦形成以前のロシ、

ア共和国はR解ssia（1917－R；S・ES・R・），「

ソ連邦形成以後はRussia（1923－u・S・＄1

R・）と案化し〔現在は下塗を省略〕・それ

ぞれの次た官庁名が来るのである。これで』

：は図書館の人間でも仲凌引きこなせないの

が実情である6．

　1共産党党大会の議事録め検索などにつV・

てもやっかいなことがおきる。1898年の創

立力）6　1918年の党名改正まではRossi￥s一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，kaia　Sotsial－Demokratich6skaia　Rabdchaia

　　　　：Partiia（Pシア社会民主労働党）で，18年

以後はR。ssir・k晶k。mmumi，ti，h。、k訟

　　　　．partiia（山シア共産党），連邦形成後の！923

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
年からはVsesoiuznaia　kommunistiches一

　　　　　　　　　　　　　　

：kaia　partiia（bo1’shevikov）、（全連邦共産党

，〈ボリシェヴィキ））と変化するので，．時期

による名称の変化に配慮璋ねぽならぬ。な『

お・1・1952年以降ρ覚名はK・mmuni・ti・’

・cheskaii・pa耳ti盆S酌etskogo　so盆za、（ソ連

邦共産党）である。

　こうした例は，数えあげればきりが．ない

が，そのほか，「マルクス主義・レー昌ン

主論究所」．など，研究機関では；所在旧

名がさきにく．るめで，Mo晦ya・Institgt

Marks三zma－Leninizma．，で検索する必要が
　（注）

ある。ソ連邦科学アカデミー；およびその

所属機関もやっかいな例であ、る’。AkadeL

　　　　　セ
miia　nauk　SSSRとか，、ざらにそ．の．もとに’

Ihstitut　6konomiki、（経i済研究所）．とかが

ついてくる。もっとも，これらの場合，以

前のごく一時期のものを除ぎ，現在では必、

ず書名による二二カードが入っているか1

ら，書名が正確に会っているときは，それ

によウ検索した方がよい。、どうしても団体〔

名から榛索ぜねばならぬ時は，手間はか々・

っても1舟念にカードを繰るほかなuK。そ

の代り，また思わぬ副産物もあるもので，

探していた資料以外に，思いがけぬ資料を

観す嬉び輔る，前記‘CB・i・1・h・Mu一・

1…㎡’10PUタ．・触どは，“Russi・”とい

、う標目』 X）部分が250頁もあるが，見てゆく．

ほ．どに，思いがけぬ場所に，’思いがけぬ資・

料を発見し，’やはり“Bri｛ish．Mus6um・

は宝の山ちな，．と実感させられる。

（注）　現在，’当館が洋書に適用している「英米

　　目録規則．（A・9・・一Am・・ican　r・t・1・gi・g

　ru16S）では，研究機関等は所在地を冒頭に、

　　もってこないで，機関名をすぐに出すことに

　　なっているが，ζの規則適用以前にすでに実

　績のあるものについては，そのまま踏襲しそ

　いる。．しかし，その場合も，ある程度機関名

　からも参照でたどれるようにしてあるものが

　多いb

　3’ND：し分類．目録の併用，1・その他

　NDL分類表・？ま．り昭和43年’（1．968）

‘以来・、当言々ミ裸早してbる1・「国立国会図書

’館分類表」は，なじタ深い＋進分類浩とち

がい∫独特な憎館分類表である’が，分野に

よっては国名記号と組合せてあるので，検

索に利点がE）る。．とりわけ，A表（政治・‘
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　行政・法律部門）は，国名記号をうまく利

　興しているので，たとえば革命前ロシアに

　ついては，AR　4．，・革命後はAR　5といら記

〆　号と，2段目に政治・法律部門内の分類を

　しめす記号を組み合せてあるので，上記諸t’

　部門の分類目録を引くことにより体系的に

　検索できる。また，政党のところは，A56

　という政党の分類番号と，2段目にR4ま

　たはR5を組み合せることで，　A56－R　4

　は革命前ロシアの諸政党に関するものは概

　ねここ1こ集っており，A56rR励こは革命

　後のものが集っている。前記議事録も，一

　一部がDC14版（デューイ十進分類法）、採i用

　時代の方に残っている以外は，大部分，上・

　’記め記号のもとに集められている。

　　そ¢～ほか，主遼ずぽりで引ける件名目録

　も，人名をふくめて，直接，，ある主題を検’

　索できるので，活用してほしいものの一つ

　である。ちなみに，昭和38年差1963）から採

　出している日本語件名で，洋書の件名tワ　一

　　ドの「ロシア」（Rosia：訓令式ローマ砂被

　記）を引くと，ロシア，ソ連邦について全般

　的に書かれたもの，さらに，ロシアのもと

　ρ敏治・一経済一歴史・一社会，その

　一碧主要な分野が集っているので，』大：量的検

　、索に便利である。勿論，ここには露文図書

　だけでなぐ，他の諸言語によるものも一緒tt

　に集められていることはいうまでもない6．

皿　資料の大要

1．．帝国図書館期

　この時期の資料は，帝国図書館平蔵洋書

著者目録と件名目録，，それに戦後期のみの

分類目録で検索できるが，冊子形式のもの

は全くない。しかも前二者は，明治5年r

昭和19年までと，昭和20～36年とに分れて

いる。なお，戦前期の洋書は分類によらな

い固定排架方式なので，図書の大きさその

他により，機械的に数字2段の番号を追い

込み式に付与してあり，戦後から国立国会

図書館への合併までの時期のものには，D

、C（デューイ十進分類法）が適用されてい

る。

　さて，露文資料の内容の点であるが，先

人の語るととろによれば，帝国図書館時代

の洋書の収集は，一般に大変限定されてい

たが，その代り，主要分野の基本図書はし

っかり収集し，とりわけ日本，アジア関係

の洋書の収集には可成りよく配慮がなざれ

ていたようである。露文資料は全体として

きわめて比重が低く，冊数も勿論少い。

　前記，西村平氏の一文によれば，戦後解

体した諸機関から流入したも、のも含め，

300余点と推定しておられる。筆者もその

位であろうか，と推測するが，革命煎の最

もスタンダードな百科辞典であるプロッグ

ガゥス・二『フ戸ンの“9瓢丁田u鋤四eCK並

。」・osapb”〔037一，一　E　61〕だけでも40冊をこえ

るので，冊数はあるいはもう少し多いかも

しれない。時；期的には，19世紀末から1930

年代までの刊行物が多い。西村氏は，’内容

的には蒙古，極東，シベリア，’日本関係の

地誌，紀行書が眼につく，として恥られる

が，筆者が調べた限りでも，この指摘は当

っているようだ。例えば，ポズネーエフの

代表著作の一つ「北日本とアジア大陸およ

びロジァとの関係史史料」（A．M．　Ilo3naeeB．

MaTepvaaAbl　no　KcTopvava　CeBepHota　fllloHvava　li

ee　oTHomeHvath　K　MaTepliKy　A31iH　va　PoccMli．

，ToKno，　1909LIO，　2　ToMa）　（Ba－293）　J〈D

層「日本：地理的統計的概要」（翫OH齪；

IieorpafpzqecKva－cTaTMcTvaqecKpiti　oqepK．　ToKvaoi

1906）〔Aa－12〕，また，ロシア大蔵省編

「朝鮮誌⊥全3冊（OllvacaHxe　1　Kopeti・cn：6・1

一一　6



1900）〔145－30〕など，品々珍しいものが

ある。前者の「ドミトリー・ポズネ一一フ

．ぽ，ロシアの有名な東洋学者で，1906－10

年の間日本に在留しており，在日中にこれ

・らの本のほか日本の当時の尋常小学読本

〔Ba－78〕や「小学日本歴史」、〔Ba－55〕の

露訳も試み，さらにまた，ロシア人ではじ

めて漢和辞典の露訳（π露訳漢和字典」
fln・H・一pycc・・勘ep・舳Φ・・ec舳6・・Bap・）東

京潤治41午（1908）・1ユ92P・）〔（洋）491・

739－P893r〕をおこなった人である。つ

いでながら，ロシアの著名な蒙古学者アレ

クセイ・ずズネーエ7は彼の実兄であるづ

当館はiその主著の一つ，「蒙古と蒙古

人」（MOHVOivafl　z　MOHrqllbi．　CH61，・1896－

98，2ToMの「〔915．17－P893m〕ほか数点を

所蔵している。’

　さて「朝鮮誌」の方であるが，これは明

津38年（1905）に爵商務省の手で抄訳され

て1「韓丁丁」〔99－120〕の書名で刊行され

ており，朝鮮研究の基本図書の一つといえ．

るカ㍉　この訳書では，原本第3巻’（統計

編）に当る部分は全く割愛されている。．

　帝国図書館時代の一》？の特色は，さぎの・

ポズネーエフの本のように，日本国内で刊

行された露文図書を可成りふくんでいる点

である。つ奪り・戦前は内務省が国内刊行

「物をすべて検閲のため刊行者に差出させ，

検閲を通ったものが「内務省交付本」（略

して「内交」という）とし七，1旧帝国図書．

館にざし廻されたから『 ﾅある。，国内刊行の

露文図書もこの例にもれなかった。そこ’

で，例えば日露戦争期た日本に亡命して来

ていてら自国の捕虜工作などをしていたナ

Pt・一ドニキ系．〈いわゆる丁人民主i義者」），

のロジア人革命家たちが，長崎で刊行した

ものも入っている6ラッセル「政治論集」、

．（H．1“．　Pycceib．　・　Ha　llonaTiaqecrfeM”・　TeMbi．’

1907＞〔158一546〕やオノレジフ編「自由戦士

アルバム，，第1部」（AnL60M　60plloB　Ba　cBo－

60AY；q．1．1907）〔158－556〕などがそれ
　（注）
である。

（注）　前者はロシア史研究家和田春樹氏が発見

　された回りで，これを刊行毛た長崎「極東『

　社⊥の他の2書とともに．氏の著書「一日デ

　イ・ラヅセル」中央公論社，・1973，下巻p．　241

　〔GK　486－3〕・に紹介さPtている・篠者の編

　者オルジフ、はラッセルより早く日本に来てい「

　た人で，長崎で「ヴォーリャ」出版社をやつ

　ており，このアルバムはナロー・ドニキ系の革

　命家の写真入り列伝で，A二Mまでの項で終

』「っている6第2部は予告されてはいたが未刊

　に終ったらしい。和田氏上掲書pp．243～344

　参照。

・さて，ほかの露文資料の紹介にうつる

と，馳1905年「血の日曜日」の指導者ガボン

㌍ついての無署名の♂ミンフレット「司祭ガ

ボン」〈CBSilleH耳vaK　ranOH．・BepaHH，1906）

〔158－550〕があり，「血り日曜日」をめぐ

るガボンの行動をのべ，巻末に，彼のツァ

山ザ〔皇帝〕・への手紙労働者今のアピご
　　　　　　　　（注）
ル等を収録している。

（注）　ベルリ．ンで刊行されたζのパどフレット

　の作成者の立場は明かでなしも本稿Wで紹介

　する「地下文献コレクション」中には，エス．

　エル（社会革命党）が，・恐らくジ三ネーブで

　刊行した，ガポソの全農民へのアピールその

　他を集めたづソフゾツ・トがある〔EB33－99

　（30）〕。な肉1・ガボンの英文の「自伝」（The

　’st6ry　of　my　life，　London，　1906），（170一・

64〕が帝国図書館1臓洋書中にある・、tt．

ほかに珍い・もりとPては1ナ・rドニ

キの「人民の意志」党軍人組織に属していた

アシェンプロ；ネルめ「シュ．Vッセ）ブル

’グ監獄」．（M・IEO・Am・H6P…6P・m・va・P・・b－

6yprcKafl　TropbMa．　BepJivaH，．1906）（158－551）
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という∴20年間にわたる獄中の回想鍛』ま　　　和国の主要法興，’．すなわち憲法，労働法，

．た，’ ｩ由主義的ナロードニキのミハ’イロフ　　　土地法，晟法∴刑法等が1冊に収録されて

スキーの「革命論集」（H・恥MHxa且⑳BCK肱　　　いて便利である・また，・端本ではあるが・

PeBofiro1IIIoHHble　cTatbla．　Bep∬四，　n．d．）〔158　　　「帝国主i義脚国際関係文書集」のうち1914

「552〕Ysどがあり，：今後まだまだ思いが　　　一15年期がある〔327－R969皿〕。ほかに

けぬ発見もありうる。　　　　　　　　　　　眼につくものを若干挙げておくと∴ポポフ

∫戦後，、、DC分類によって整翠されたもの　　　の「共産党史」（H・　IloRoB・OqepKn　vapTopllva

め中には1革命前刊行のロ’シア史関係の　　　Bceco「08Hoth　’KoMMyHqcTtiqecKoti　naPT騨（の

基本躍め一D．，カラムジγの「「’向ア、15・　n3・・恥・「1・M・・’　193？）・〔329・9477P

・国豹歴史］’ iH，M・・聯・P・H・、恥・P…　’si4〕・肌く彼の「ウクラi’ti一門野史」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔329・　947L一　P　814－1〕；イグナト7の「1917．嚇双・p・T・a、P・cc鰍a…5・職・．　CH6・・

‡842）〔947一K18　i〕やミリ、ユ・コーフの　　　年のモスクワ・’ソヴェト」（E』rHaTOB・

一［・・シ雇史思想の主醐φ禰（H・、M一隅・・Be・P・6・’　…y…1917・・M・・

M。。。。。B，　r。。，曲。…HI・・　pY・．・m・6・・L　1925）〔947・084」124m〕も貴重である．

pHqeqK磁雌。涯h．　M．，1898）〔947－M644g〕，、　　　また，本来，雑誌形式で叢るめに，戦後

・． ueラ．トー一fフρ呼応曲説」（◎Φ1臨　難され儲機関から数年分カミ合綴本さ

・・ｰ，q脚・・1　1・…P…　C・y…’・Cfi6・・　2z「（流入し図書のグノ徳プにまじってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものがいぐつか眼につく。例えば，歴史1899）〔947104－P7186〕1．端本ながら，’

〆．晶晶ミハイ・ロ7ヌキ÷d）著作Pt　〈H・1｛：　Mti一　　っ関係では「階級闘争」（BOPb6a　KnaCCOB）

Xath」LoBcKzva・．「 b6qMHe’Hvafl）全6巻中ti）4・6巻、　．〔335・405ケ肩734〕め1孚31～93年分の数号

〔891．’78一＝M636A）などがあるも　　　　　　　ずつが，「歴史雑誌」（HcTopH畦ecK三門ypHaの

．：革命後の刊行㊧ものでは，ig20年借に出．　　〔905－186〕の1938～41年分・「マルクス主

さ隷酬輸なもの力河成りある．例え　二面史学者」（var・・p・K－M・…g・T）〔9・貯

・ば中央文面．、σ・・T・ag・Hbl…　a・…H・e．・・87〕・の・93・～33・39～・・年三がある・「歴

ynpaB［eHne）刊行の「デカブリろ下資料集」　　　史雑誌」1には財団法人善隣協会の蔵書印が

（JIIeKa6piic［Pbi．珂．，・1926）（947．　07一一：R969　　　あり，「マルクス主義歴史学者」には蒙古

．1．d〕濃民叛乱者「プ嬬フ集団資料集」　研究凹凹印力痂て・・そ潤れ臓個

1925）〔331’．　09－R969　r』 l，「1917年におけ　　　の雑誌“MHpoBoe　xo3ahcTBo　fl　MvapgBafl．　llo一

る軍隊の崩壊」（Pa3・e21teHze　apM・dva・1917　　　服THKa”〔330．947－M676〕の1936，38～4Q

T・’l・・’1925）〔947・084一R969「〕等々逸　　　露分が木揃いながら所蔵されている。

品ぞろいである。・

・鵬面出としては回7共和国法、㌦叢誌騰蕩慧瑠
典集」（C“6PH照、KOILeKCOB、P・C・Φ：C・P・4二・　　　．f欧文雑誌目録」には収録されて1いないの

聯・擁・・i927）〔349・47－R9与9・7〕があ　で雨冷する・　』・lt

防こ瀬29年代セr聯づ旭7共’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　8　一
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　さて，旧帝国図書館所蔵の露文雑誌のう

・ち，乱筆すべきものは，何といってもエモ

ルスコイ・ズボルニック」（「海事論集」・：「

MOPCKoti　c60PHvaK）〔Rn－5〕である。・これ

は1848年に創刊されたロシア海軍軍令部の

機関誌で，はじめは技術的なものが多く，

面白くないi雑誌であったが，間もなく改

善，拡充され，海事関係全般，海洋探検

史，近隣諸国との交流史にわたる重要史料

を提供するものとなった。当館は1895～

1915年分を所蔵しているが，印により，昭

和14年（1939）に「海軍省文庫」から寄贈

をうけたものであることが分る。・

　日露交流周面からいえば，19世紀中葉の

ものが貴重なのであるが，幸い「播磨文

庫」中には，播磨氏が，古い「モルスコ

イ・ズボルニック」に掲載された日本関係

め貴重な記述部分のみを幽すいして，5冊

にまとめられたものが入っており〔915．2－

M886〕，それには友人として黒田乙吉氏

が，日本語で解説と内容細目を書かれたも

¢）が別冊「モルメコイ，・塔ボル三ックにつ

いて」、とpてそえられている。ちなみに，

．こめ原本は内外から。利用多幸，著しく破，

損してしまったため，現在，一般に利用で

きるのは，これのゼロックス・コピー版で

ある。

　ついでながら，この雑誌は，革命後もそ

の名称を引きついで，ソビエト海軍機関誌

として，現在に及んでいるが，当館は所蔵

していない。なお；近々創刊号から1939年

までのマイクF・フペッシュ版がスイスか一

ら刊行される由。

　前記西村庚氏の一文が，「なお，上野図

書館〔旧帝国図書館〕所蔵の露文資料はζ

れだけではない6同館の裏庭にある外庫に

は，明治5年創立以来未整理のままほこり

に埋れている露文資料が1，000点以上ある」

とのべ1ておられるように，整理ずみの約

300冊以外に，．・旧帝国図書館時代，いろい

ろな事情で整理されず，退蔵されてきたも

’のが推定約1，000転位あった。これらは，

1960年当時，菊地昌典氏（当時，調査及び

立法考査局調査員，現東京大学助教授）

．が，その頃支部上野図書館長をしておられ
　　　　　　（注）
た故神沢居物氏の御援助，御協力をえて，

同館の乙部書庫（外庫）に数日b｛よい，露

文資料をえり分けて一個所に集め，内容の

大要を下調べされた。そして，1961年の新

館移転の際には，著しい破損本をのぞいて

は，幸い大部分無事新館へ搬入されたので

ある。これらは，殆どが製本を要するもの

ばかりなので，順次製本に廻っ．たのち，現

在までに数百冊が正式に整理されて当館の、

蔵書に編入されている。これらの中には，

実に貴重なものが多く見出されるが，その

紹介はIV－4で行うこととする。

（注）　故神沢濡夫妻は戦前，北樺太石油，つい

　で東亜研究所に勤務され，戦後，当館の創設

　時に入館された。ロシア語のべテラソで，か

　つてソ連のミコヤソ氏が，国会および当館を

　訪問した際通訳をされた。晩年，特に人文

　分野の露文資料の収集に貢献された。

2．　国立国会図書館期

　国立国会図書館になってからの瞬文資料

は，その主体は1950年代はじめ，とりわけ、

54～55年（この頃からやっと，『ソ連からの

図書の輸入が円滑化した）以降の購入本が

；i］Ei体である。それに，50年忌後半からはじ

まったソ連の諸機関，とりわけレーニン図

書飽（1955年より），科学アカデミ．一図書

館，サルトゥィコフ・シチェ、ドリン図書館

．などどの交換ならびに寄贈によ’る入手が卯

わっている。雑誌についても事情はぽぽ同

様である。これに，例外的に古書のコレク

ションの入手というケースが加わり，すで

にふれた「播磨文庫」がその代表例であ

9
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　る。更に，前述の旧帝国図書館の滞貨図書

　からの編入本も可成り・の量と重要性を持

　？。このほ魁量的には多くはないがヂ古

　書としては，’旧満鉄東亜経済局旧蔵の洋書

　1万数千冊めうち，露文資料が約200点ほ

　どある。これらはすべて整理ずみで，1920

　～30年代刊行の政治，経済・産業関係書が

’多い。また，もと調査及び立法考査局調査

　員で，ソ連関係，とりわけ政治・外交事情

　に造詣の深かった，故能勢寅造氏の遣贈図

　書（後述）中に約130タイトル，200冊の露：

　文図書がある。その他，外交官，政治家と

　レて著名な故芦田均氏の旧蔵書が寄贈され

　ており，氏の在外勤務中に購入されたと思

　われる今世紀初頭刊行のヨーロッパ政治，

．外交事情に関する洋書が中心であるが1そ
tの中に若干の酷観覧すことヵ・でぎ幽幽

　なお，この旧蔵書中には，ロシア語ではな

　いが，フラシス語等によるロシア関係書が・

　可成りあることを指摘しておく。

（注）　氏の寄贈図書は1「故芦田均氏寄贈図書

　目録」〔参考図書室書誌コーナー〕として約

　800冊分が冊子化されているが1この中には

　証書は2，3点しかない。ところが1実はtの

　目録に収録されていない追加分の図書が可成

　りあり，その中に露文図書が数十冊含まれて．

　怠る。ドモウスキ「ドイツ，ロシアおよびポ

　ーランド問題」（rePMaHlifi，　POCCIIH　H　ttonb－

　cK励Bonpoc．　rL，1924）〔A87－176〕．クロバ

　トキン「日露戦争一L日記より」（A≠｛．Kypo－

　gaTKHH．　PyccKd－finoHcKag　BothHa；　li3　aHeB－

　HliKoB……JL，1925＞〔GB441－39〕，「第1国会

　1Q周年によせて」（K　10－JieTuto　1－ova　Pocy・、

，　’

`apc，TBeHHoti　．ZlyMbi．　rl．，1916）（AR4－241－7）

　など，その質は高い。なお，ζれら追加分の・

　図書には，寄贈図書の印がLls　L〈。

　ここで本稿冒頭でふれておいた，当館の

露文資料の蔵書数の推計を試みてみよう。

　私の手もとにある若干の統計数字をもと

　にすると，1955年から1977年の問の購入露

　文図書は，当初は500冊前後で最近は2，000

　冊近いので，「播磨文庫」の約1，000冊も込

　みにして，半平；均をかりに㌦200冊とする

　と，この23年間に2万7～8，000冊。．ソ連

　諸機関からの寄贈図書は，先年の「ソビエ

　ト連邦政府寄贈図書」（後述）約2，000冊を

　別口とすれば，交換・寄贈がルートにのり

　はじめた1955～56年以来，過去約20年間の

　年平均はほぼ400冊とみてよいので，これ

　は推計8，qoO冊程度となる。更に，旧帝国図

　書館の旧蔵本，前述の編入本，「能勢文庫」，

　満鉄早書，その他を合して約1，500冊とす

　れば，当館所蔵の露文図書は計3万9，000．

　～4万冊と推算しうるのである。

　　次に，雑誌の所蔵を考えてみると，’未製

　本のバラのものは一応計算外におくとし

　て，現在の露文の所蔵タイトル650のうち，’

　200タイトルが興りに15年分のバヅクナン

　バーを持6ているとし，それらがそれぞれ
）

　年平均2冊に合冊製本されているとする

　と，製本雑誌約6，000冊ということになる．。

　実際は年3～4冊に合本されるものも’あ

　り，若キの帝国図書館旧習分（「モルスコ

　イ・冥ボルニック」など）もあるので，概

　制約7，000冊とみておこう。ぞうすると，

　図書と雑誌（合冊製本分のみ）を総計した

　露文資料所蔵冊数は，大体4万6～7，000

　冊ということになろうか。以上は，飽くま

　でも若干の統計数字と，上述のような推定

　にもとつく筆者の試算なので，その点はお

　含みおき願いたい。

　　それにしても5万冊に近い露文資料とい

　うのは，近年東京都世田谷区経堂に移転，、

　新装なった「日ソ図書館」（日ソ会館内）

　が，露書4万冊強とされているのをはじ
　（注）

　め，伝統ある露文資料の蔵書を誇る早稲田

　大学図書館でも約2万冊，北海道大学スラ
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ブ研究センターが恐らく2万数千冊，東京

大学も全学合せて2万数千冊位，一橋大学

もほぼ同じ位と思われるので（但し，スラ

ブ研究センター，東大はマイクロ・フィル

云にようものの比重がかなりあるので，単

純な数量比較はいましめねぽならない），

当館の所蔵はやはり本邦屈指のもので，そ

の系統的収集の点では勿論まだまだ改善す

べき点が多いとはいえ，一一meに無料で公開

されている図書館という意味では，多くの

研究者，、利用者に貢献するところ大であ

る，と確信する。

（注）　この数字は，，「わが図書館を語る一日

分ソ図書館」『窓』（ナウカ社）22暮所収，．によ

　る。　、

　さて創館以来収集された露文資料の大ま

かな傾向は，一般購入書では，政治，』法

律：，経済，産業，社会，．労働，思想など，

総じて社会科学分野の比重が可成り高く，

「播磨文庫」の購入以後は，歴史ことにロ

シア・ソビエト史関係の収集も可成り密度

が高い，とみてよい。人文蘭係は，年間の

洋書購入予算の館内配分が比較的窮屈であ・

つたので，それが露文図書の購入にも影響

し，社会科学関係に堵し，量的には少い。

それでも文学・とグわけロシア文学関係

は，ある程度そろっている。特に，1963年

頃，nシア文学者の中山省三郎氏（1947年’

没）¢）蔵書（「中山樵」『の蔵書印あり）を

入手しえたので，これにより，革命前刊行

の文学書についてもある程度補強された。「

その中には，1870年代に農村をテーマに作

品を書いた，1ナロードニキ作家のグレー

プ・ウメペンスキーの全集（P．yClleHCKMVI．

rionHoe　co6paHvae　coqMHeHzpt．　6．　va3A．　CII6．，

1908・6ToMoB）〔891．　73－U86A〕もある

が，これは可成り珍しい。またきれいに装i

偵されたトゥルゲーネフ全集第5版面10巻

（1911）〔891．73－T936A2〕，その他，レ

スコフ，メレシュコフろキーの全集（欠あ

り）〔891、73－M559A〕，1874～5年忌の

ドストエフスキー全集などがある。

　芸術，美術関係は，従来もっとも手薄で

あったが，幸い前述の「ソ連政府寄贈図

書」中に多数含まれており，当館の蔵書の

欠を大幅に補いえたのは有難かった。

　さて，各分野の個々の資料については，

t． ﾆても取上げきれないので，以下に，’セッ

トもの，’ S集もの，シリアルものなどのケ
　　　　　　　（注）
ち，．重要な所蔵本のみを列挙しておこう。

（注）　レファレンス・ブヅク，基本資料，主要：

　史料集などについては，前掲，菊地昌典編

　『「ソビエト史研究入門」中で筆者がコメント

　をつけておいたが，資料名のあとに〔国会〕

　と注記してあるのが当館所蔵のものである。

　まず毛百科辞典では・帝政時代の代表

格ブn、ックガウス・エフmンの百科辞典

についてはすでにふれたが，ソビエト期に

なってからのものは「ソビエト大百科」の

初版〔037－B693〕，第2版〔参考図書室〕

．および現在刊行中の第3叛〔同室〕とすべ

て揃っている。小首科（Maffafl　COBeTCKaa

3H三五〇ne双Hのは，戦前版初版〔037－M

236〕と戦後の第3版〔参考図書室〕があ

る。最近完結した「歴史百科」（COBeTCKafl

nCTopvaqeCKafi　gHllvaKnblle」cvafl）全16巻〔参考

図書室〕は利用価値が高い。革命前の人名

辞典（PyccKvati　6zorpaabvaqecKvati　cxoBapb）〔G・

G12－12〕は，未完に終ったとぽいえ，貴「

重である。当館のは，クラウスの：ププリン

ト版である。ソビエト期になってから出た

「革命運動家人名辞典」　（，1［eflTe・iZ　peBonro－

lllloHHoro　aBva31teHzg．　B　Poccvau）も未完に終っ

たが，ロシアにおける無数の革命家の総覧
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になる筈であった。当館にはそのゼロック

ス版〔GG12－20〕と，東独のリブ1）ント

版〔GG12－37〕とがある。

　全集類は，文学以外でに，マルクス1エ

ンゲルス著作集（CoqnHeHue）第2版；〔335．4

；一M392A2），マルクス、・エンゲルス手稿

集（MaPKC　H　3HreXbC・ApxvaB）の第1集

　ぐリブIJント版）〔EB51－105〕，第2集

〔335．4rA721〕（1部分ゼロッ）ス版）が

揃っている。

　レーニンについては，著作集（Coq四eHHの

第3版全30冊〔EB51－21〕，第4版全45冊

〔335．4一：L　566A4〕恥よび完全全集と銘う

たれた第5版全55冊〔335．4一：L566A5〕

がある。第2，・3版は冊数こそ30冊である

が，その注の詳しさと公軍さ，各巻末附録

の資料編の貴重：さのゆえに，いまだに研究

老に愛用されている。ちなみに，当館所蔵

の第3版は，数年前ある大手洋書店戸・ら入

手したものであるが，ゴム印で「モスクワ

州および市委員会所属党学校図書室」，の判

　　　　　　　　たが押してあり，2度の蔵書点検をへて，最

後に「除籍」の印がついている。これがど

ういう風に流れ流れて資本主義市場へ出た’

、のであろうか？－察するに，『2、・3版の代表

編集者はブハーリン，サヴェリエフ，モロ

トフの3名であるが，前2老は1・930年代末

に粛清され，、更にテロトフも戦後失脚する

．ゴ ﾉ及んで，党機関所属の図霧室セ『嫡この版

は置くにふざわしくないとされ，除籍の・

．末，、古本屋に流れ，それがヨーロシバ資本

主義国の書店網を経て当館に収まるに至っ

たのであろう。本にも，深い歴史が刻まれ

’ることがあるのだ。

　『いささか脱線したが，レーニンにもどろ

う6一レーニンの草稿集，いわゆる「レニシ

スキー・ズボルニック」は，35巻まではリ

プリント版で，以後38巻まではオリジチル

で所蔵している〔335．4－L556，4〕。前記，

レーニン全集第5版は，．「完全全集」と銘

うたれているのに，この「レニンスキL・

ズボルニー dク」に収録されていて，しかち，

第5版にもれているものがあ為ので，この

草稿集は依然，有用である。

　’トロツキーの「著作集」（COUZHeHXfl）は，

彼の運命を反映して未完に終ったが，既刊

の12巻（15冊）のゼロヅクろ版がある〔EB

51－20〕．、彼の軍事活動面の野作「革命es

いかに武装されたか」（ICaK　B・・py」ftanaCb’

peBonrOllvafl）全5冊もゼロッ．クろ版で揃え

てある〔GG833－72〕（オIJジナル版は端

本で，2巻第2分冊，3巻第1分冊のみ
（947．　084－T858　k　））．

　思想家では，ロシアの百科全書家ともい．

うべきロモノソフの全集（IIOfiH．oe　co6paHvae

ce・9vaHeHvafi）〔0＄1－L846　P）全1q巻・ペリ

ンスキー全集〔891．7－B431A〕，，ゲルツ

ェン著1作集・（Co6paHvae　coqKHeH嘘）〔081－

H576　s〕全・30巻，チェルヌイシェフスキ

e全集（IlemHoe　co6paHne　coqMHe｝lxfa）〔US

31－21〕などがある。

’次に，歴史関係の資料集の主なものを挙

げると，革命前みものでは「ロシア歴史協

会資料集」（C60pHvaK　pycgKaro　vacTopxuecKailo

o6皿ecTBa）〔GG811－24〕全147巻がクラウ

ス・，リプリントの版で揃えてある。革命後

の刊行物では，古代史関係では「ロシア年

代記集成」（fiohHoe　co6PaHvae　PyccKMX　neTo－

llvacefi）が，オリジナ＞vとIJ．プリント版を合

せて，可成りよく揃っている〔GG814－37〕。

現代史の分野では，「1905～7年革命資料

’；集」　（PeBo五玲叩ia　1905－1907　rr．　B　Pocczpi；

AeKyMeHTN　’M　MaTepvaanbl．　M．，　1955一　），

「10月革命資料集」（BennKafl　OKTa6PbCKafi

COIIZanvaCTMUeCKaH　PeBO，lrellvafi；　JLOKYMeHTbl，　va

MaTepvaa∬bl．　M．，1957－63）全，9巻10冊が
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ある。統計資料では，中央統計局の“Tp翠H”

は1920年代の各種統計をふくんでいて貴

重であり〔DT191－R　4－1〕，また，革命

後のセンサスとして最も詳しい「1926年

センサス」（Bceco田3Hoe』epe∬Hc聾HaceπeHHa

1926r．）〔DT231－R5－9〕も・あるが，両

者ともにゼロックス版で，’若干見づらい個

所がある。

　雑誌形式で重要なものとし（は，革命運

動史関係では「ブイP一工」（B・m・e）（IV，

でやや詳しくふれる），「プロレタリア革

命」（llpoπeTapcKafl　peBo五幻聯．　M．，1921－

40）〔Z52－B472〕がある6前者はMouton

のリプリント版，後者はゼロックス版で，

数号欠けている。現在も科学アカデミー，、

歴史研究所から続けて刊行されている“翼。・

TepzgeCKvae　BaHvaCKK”は，先年欠号を・クラ

ウス・リプリント版で補ったので，創刊号

からほぼ完全に揃っている〔Z51－A308〕。

　法令関係についてざつ孝ふれておく。通

常ぺ＿．エス・ゼー（fic3）と略称されて

いる帝政ロシア期の法令集（fiOfi40e　co6・

paHze　sasceHoB　PoccvatzcKort　vaMHepvava．　1649－

1913）に，マイクロ・フィッシュ版で所蔵

している〔YC4－2〕。官報形式のものでは，

法令・命令集（Co6pa朋e　y8aKOHeH曲・va　pac・

nOPfleKeHKrt　HpaBm翫LCTBa）があり，これは

1863年から1917年10月革命直後までつづい

たもので，同じくマイクロ・フィッシュ版

で所蔵している〔YC4－1〕。．

　十月革命後の法令集は，前記官報と同名

でエス・ウー（cy）と略称，1924年のソ連

邦の形成までは，「ロシア共和国労農政府」

のエス・ウーが実質上，全ソビエト的な意

味を持っていた。これは当館には一部分し

かない（1917年12月1日～18年末〉〔CR　5

wwR－12）0

　1924年のソ連邦形成以後の’ものは，エ

ス・ゼ《C3）と略称される法令集（Co6paHze

IBaKoHoB　va　pacllopf12iteHvath　Pa60ge－KpecTbflH－

cKoro　HpaBnTenbcTBa　CCCP．1924438）があ「

る。これは西独版リプリントで所蔵してい

る（CR5－3－12〕。これ以後はエス・ペー

（Cfi）と略称される「政府決定集」があり，

1938年から49年越でつづいて中断し，・57年

から律即した。名称も46年まで「政府」と

あったのが，・以後「閣僚会議」と変った。，

これも西独版リプリントがあるが・〔前者と

同番号〕，ほかに，前記C3時代から1949年』

までを通した，リーデックス社のマイク

ロ、・カード版も所蔵している。噛なお，C3

とCHとの質的な差は，前者が連邦中央国

家機関の法令をすべて収録していたのに対

し，後者は連邦政府の決定・命令しかの塗

ていない（しかち，57年の復刊からは命令

も省いた）t／点である。その代り，1936年憲

法により最高の権力機関になった最高会議

の齢は・脚こ座高会議騨」（B…一・

MocTb　BepxoBHoro、CoBeTa　CCCP）に載るよ』

うになった。この丁通報」は1955年から所

蔵されている〔CR5－2－1〕。’

　議事録では，帝政時代のドゥーマ（国

会）の速記録が第1国会（1906）から第4

国会（1912－17）ま・で，マイクP・フィル

ムで所蔵されている　〔第1：YC－9，第

2：YC－10，第3～4：YC7－1〕〕。現在

の最高会議の議事録は，第3期第5会期

（1953）以後，現物で所蔵している〔BR5．

一6－1）o　’
　なお，以上の法令および議事録のたぐい

，は，すべて法令・議会資料課で閲覧できる。．

　最後に科学技術関係資料についてごく簡

単にふれておぐと，この分野の露文資料

は，当館の露文資料全体のなかで可成りの

比重をしめている。とりわけ，雑誌の分野

での比率がきわめて高いことは，すでにふ
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れて旧いた。質的な面は，筆者の関連知識

が乏しいので，明確なことはのべえない

が，各部門の基本図書を中心に，科学アカ

デミー諸機関をはじめとする，各種研究機

関の学術報告書のたぐいく多くはシリアル

形式）が可成りよく揃っている。また，雑誌

形式で刊行されている科学技術の各分野ご

との彪大なアブストラクト誌（PeOlepaTvaB－

H磁温y餌aのもiほとんどある。しかし，

詳細は他日を期して，しかるべき筆者たよ

る紹介を待ちたい。’

　以上で7．国立国会図書館になってからの

露文資料の概要をのべたが，次に，各ゴレ

クション，蔵書グループごとに，多少詳し

い内容紹介を試みてみよう。’

】V　おもなコ・レクション

　ここでは当館が所蔵する露文資料のコレ

ラション，・ないし露文資料を多くふぐむコ

レクショ1ンまたはそれに準ずるものを紹介

する。なお，当館のコジクションは，現物

は三編恥応じてすべてぼらば学こ書庫

内に排架されており，別置されているもの

はない。しかし，それぞれのコレクション

Q多くは，蔵書印奪たは蔵書票，スタンプ

等により，識別できるものが多い。．

’1．播磨文応、

　．すでにζれまで何回か言及したこのコレ

クシEiンは，　H一④セ挙げた「目録」が別

冊で刊行されているので，これを一一毒すれ

ぽ内容はr目瞭然である。また，この「文

庫」の大要と播磨氏の人となりについて

は；友人として，また同じロシア研究家と

七て，一t ﾌ黒田乙吉氏がrr播磨文庫』につ

いて」なる一文を，かつて「びぷろす」誌

ご

上（1960年4月号）に書かれ，主としてロ

シア史概説，アジア関係，日露関係資料の

面を紹介しておられる。

　播磨氏は前述のように，みずから蒙古史

関係の学術書の翻訳さえ手がけておられた『

ので，』蒙古，手ベット，中央アジア，シベ

リア等の歴史，地誌に関するものが多く，

またロシア史の通史，時代史，地誌的なも

のも可成り揃えてある。前者に属するもの
へ

ではプルジェヴァリスキー「蒙古とタンダ

ート族iの国」　（H．M．　Ilp3iteBaEbCKuti．．MOH－

ronvafl　va　cTpaHa　TaHryToB．　Cn6．，　i875－76，

2．ToMa）〔g15．17－P973m〕，前述のポズ

ネーエフ（兄）の「北蒙古の諸都市」
（1”opoAa　ceBepHofi　MoHro五画．　C∬6．，1880）

〔915．1735－P893g〕など革命前のものに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
加えて，ソビエト政権になってからの諸研’

究も系紐的に集めておられる。後者の，ロ

シア史通史的なものでは，ソロヴィヨフ

「古代からのロシア史」（ρ・M・CongBbeB・

HcTopufl　Pyccvan　c　江peBHe最皿lx　BpeMeH．3．

z3za．　CH6．，18＿）〔947－S689　i　3．全29巻

を6冊に合本〕，ソビエト期30年代半ばま

で代表的な歴史家とされてきたポ4ロブろ

キーの「古代からのロシア史」（M：H．llo－

KpoBcKzti．　PyccKafl　McTopvafl　c　gpeBHerkmzx

BpeMeH）は，革命前の版〔947：一一P761rp〕と

革命後の版〔947－P76h〕が共にあり，

通常「ロシア簡略史」の名でよばれている
‘‘

oyccKaH　HcTopKa　B　caMoM　coitaToM　oqepKe，，

は，第2版（1923）〔947－P761　rs　2〕と第

10版（1932）〔947－P761rs〕とがある。革

命前の自由主義的歴史家であり，政治家で

もあるミリユコーフのものは，有名な「ロ

シア文化史概説」（r［．H．　Mz”rOffOB．　OqePKK

no　vacToPvaM　PyCCKOfi　IcYllbTYpbl．　CII6．，　1905

－13，’3ToMa）〔947LM6640〕前掲「ロシ

ア歴史思想の主潮流」の第3版（C耳6・，
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1g13）〔947一一一M644　g　3〕がある。ロシアの

地誌で逸しえないのは，ヴェニア、ミン・．セ、

ミ。一ノブ＝ヂャン＝シャンスキー編集の

tt「pシア地誌総覧」（B．・C6MeHOB：TflH一

皿aH・磁・P・cq・・s・…H・e　vg6・P・蜘q・・e

elllicaHvae　Hamero　oTeqecTBa）　（914：　・7一＄’

418r．〕で，全20巻の予建が第1次紙鳶で

中断，41巻で終ったものの，∫ロシア各地ρ

自然地理，経済，歴i史論を図入りで説明し

ている。こ㊧編者の父ピョ．一トル・セ．ミ道

ニノブこそは，いうまでもなく高名なロシ

アの地理学者で；長？たらしい姓の由来も，

彼力1ほじめて探検した天山山脈〔チャン＝『

シマン〕たちなんで，もとの姓に重ね，ブ

フル・’r…一ムとしたからである（米川哲夫

氏の御教示による）。’前記「地誌総覧」も

父ピョニトルが総監修塗している。交ピョ，．

一トル自身が編集した「絵のようなロシア」・

偶一・曲P・cc戸・・Cn6・・1882Tg5）

〔914・7r．S471　z〕も，． ｢完におわったが，

Fシア各地（辺境もふくめて）の人文地理．

学的叙述である（4巻5分冊所蔵）。

　この文庫のもう一憎つの特色は，航海記，

日露交渉史関係資料の豊富さである。この

「目録」の巻頭には，，＝有名なクル一癖ンシF’ト

テルγ・r世界周航記ゴ（H．Φ．ICpy3eHmTePH．

IlyTemecTBze　Boscpyr　cBeTa　B　1803，　4，　5”’M

’1806．．　Cn6．一M．，　1809－1813，　4．’ivoMa）

〔910．4rK94p〕の第1巻のタイトル・天

一ジの図阪が掲げてあるが，これぽ貴重な’

本である6おしいことに，当館所蔵に1～

2巻のみで，・3巻と地図を欠いている。日

本≧り交渉史で1ま，女化8年（1811）「に松

前奉行にと．らえられ，名著「日本幽囚記」’

〔邦訳あり〕‘ �ﾌこすことにな．つたゴロヴ

；ンの1‘3allvaCKva　OlnOTa　’ jaiivaTaHa．　1，bllOBHvaHa

o　gpHKmo，qeHs．lflx　ero　’B　uleHy　y’　finoHneB．．．”

の初版本（1816）〔915．2－G628　zf〕があ

り，翌文化9年’（1812）．クナシリにきて，、

報復的に日本人高田屋嘉兵衛らをとらえた・

リコルド糠の「目三陸岸への船海ノー
　“　」　（II．va．・PzKopl［．　3anvacrcM　fpnoTa　scanvaTaHa

PvaKopAa　e　llEaBaHze　e？o　K　fllieHCecvaM・　6eper’
≠l

＿）も初版本（1816）がある。その他ゴン

チャロフの「パルラダ号航海記」（H．A．

roHgapoB．　¢pepeT　・IlangaAa）　（915．　2＝G635　’

、f1 l、（但し第2巻のみ），　L7ホフの「ディア

ナ号航海記」B．E．1MaXOB．ΦpereT“AMaHa”）

〔915・2－M235　f〕など日露交渉史の宝庫

．の観がある。1「モルスコイ・ズボル干ッラ」

　（海事論集）中の珍しい日本関係記事を編

集した5冊の自家製本についてはすでにふ

れたとおりである（9頁参照）。・

　最：後に，「播磨文庫」の忘れてならぬも

う一うの特色は，ロシアリ社会運動史，革命、

運動史関係資料と，．ソビ出ト政権になって‘

かちの20年代～30年代は¢めにかけての資

料が可成りあ：ることである6前者セとついて　　’

いうと，、近年リプリント版が公刊されため

で珍しいとはいえなくならたとほいえ，マ

ールトフら編の「20世紀初頭ロシアゐ社会

運動」（06皿6cTBeHHoe　ABva」lteHvae　B　Poccnva’　B

ria’qaie，XX一？o　BeKa．’　Cl16．，．　1909－14，　4

TOMa）〔947・　08TO14〕・「人民㊧意志嘉島

1t料集」I」lzTep・・yp・　・ap・v…H・p・戚B・」・・ia．

Paris，1gQ5）〔947．　08．：N2324〕は重要：な

もの・5’・久しく研究者に珍重されてきた・、、

その他，革命運動史関係はいろいろある。・．

テゴリ・ストにしで文学者；としで有名なサ

ヴィンコフ（筆名ロ「プ営ン）の回想録（B．

CaBvaHKoB．　BocHMvaHaHzfl．　XapSscoB，・　1926）r

〔947．08－S116b〕，帝政ロシア最後の皇

帝となったニコライ2世の日記（加eBH曲

1890－1906＞〔947．08－N’597d〕なども挙

げておこう。

ttt v命後ゐ問題，．特に20年代の党内論争，、

一15一．



反対派にかかわるものが相当あるのは注目

，すべき一特色で，その中にはパンフレット

的なものも多いが，，この時期の重要性が研

究者がら注目されてきている現在，「播磨

文庫」の持つ意味は大きい。ゾルキン編の

「労働者反対派資料集」（M・C・30PKvaH・peA・

Pa60qafl　ollno3vallzfl・；　MaTepvaalbl　vl　AoKyMeHTbl，

1920一ユ926．Mら、1926）　〔329．947．一　Z　89、

r〕，ジノヴィエフ編「労働組合論争資料」

（fiaPTvafl　n　coioBbi．　ll．，　1921）　1（331．880947’

一Z78p〕，、トロツキーの「新しい路線」（∬．

TpomsKiz．　HoBHfi　rcypc．　M．，　1924）　（329．947

－T858血〕，、トロツキズムに反対する論文

集「トロツキー反対派に抗して」（恥。盤B、

Tpo瓢KcTcKo伽皿g3xllvava．　M．，1927）〔329．947

－P967〕，・主流派ヤロヌラフスキしの「反「

対派に抗・して」〈E・fipo．c■aBCKvati・IlpoTvaB

6耳m・闘，M・ジ・928）〔329・・947一．・1・1P〕．

などのほか，致多くある’eなお2このヤロ

スラフスキーの定本的党史（後にスターリ

ンに批判され，30年代に．f改悪」版を書い

た）　“ICpa’TKxe　oqepKH　no　vacTopzn　BK’U（6）”

M・，　，　1926－28，　2　rkoMa　（947．　084一一L　1　11　k　）

もある』また，ソ連共産党の大会議事録

は，創立期から1920年代のものはフルシチ

ョフ期に大部分が再版きれために，頗る重

要な第14回大会（1925年12月）が未だに再

版されない。ヒれが「文庫」中にあるのは

有難いヒとである・〔329．947一一rV985　c　3〕。．

ソビエト政権最：初の5年間の歩みを示す記」

倉碑的大冊’rソビエト政権㊧5年」「（IlfiTb

xeT　BfiacTva　CeBeToB．　，M．，　1922）’（947t　O84－

P582〕も貴重な本である。

　以上は決して「播磨文庫」の全貌を伝え

るものではなく．eその主要特徴の片鱗を示

一．したにすぎないが，大要の紹介は以上にと

どめるαちなみに，こめ「文庫」に属する「

図書は，すべてそのタイトル・ページに

「播磨楢吉」という四角形の朱印が押して

あるので，それと分る。

2．能勢文庫

　すでにふれた故能勢寅造氏の遺贈図書

は，「故能勢寅造氏遺贈図書目録」（昭和34

年）〔参考図書室書誌コーナー〕として刊

行されている。そこには和書約3，000冊

洋書約550冊が収録されており，氏の専門

とされた政治・外交問題ロシア・ソビエ

　ト関係のほか，幅広い分野のものがカバー

　されている。旧東亜研究所以来の研究者と

　して，、また読書家，、愛書家としての氏のお1

　もかげをしのぶにふさわしい内容である6

　さしずめ」露文図書についてのみふれる

．と，洋書約550冊のうち，筆者の算定では

細書は約130タイトル，200冊である。

　文学書関係に若干革命前刊行の図書を発

見しうる以外は，概ね1920～1950年代のも

ので，とりわけ1950年代のものが多い。こ「

・・ 黷ﾍ，50年代前半の露文図書の収集が乏し

かった当館の蔵書にとっては，その欠を補

　うことが出来て有難かった。資料的に貴重

　なものの第一は，プレハt一一一ノブの著作集全

24巻であろら（r．B．　naexaHOB．　C曜He曲H。

M．，1923－27）〔308．1LP724　s〕。この著

作集は「ロシア・マルクス主義の父」プヒ

・・､フの著作畷良の版であり・研究ρ

　ための素材を豊富にふくむもので，以前か

　ら当館の蔵書中に一部分はあったのだが，

　欠本部分があり，能勢文庫のおかげで全冊

　揃った。帝政期末のロシ：ア史の碩学クリ・ユ

　チェフスキ・一一の「ロシア史講義」の決定版

　ともいうべき，ルビンシテイン版全5冊も

　きちんと揃っている（B・0・K万lqqeBC輔・

　Kypc　pyccKopt’zcTopvava．　M．，・1937）　（947一一

　K65k〕。その他の個々の資料については．
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立ち入らないことにするが，露文資料以外

でも，その他の欧文資料および日本語文献

のすべてを通じて，この「能勢文庫」が当

’館蔵書の欠の補充，ないし補強に役立って

いることを書きそえておきたい。

　ちなみに，この「文庫」に属する図書に

は，故人の風貌によせて「なまず」の図柄

を配しte「能勢寅造蔵書」という蔵書票が

貼られている。

3。　ソビエト連邦政府嵜贈図書

　1昭和48年（1973）．に日ソ文化協定め一環

として，日ソ両国間に「公の刊行物の交換

取りきめ」が締結され，その取りきめた従

い，．昭和51年（1976）7月当館にレーニン

図書館より寄贈された2，027冊のソビエト

図書のことである（「国立国会図書館月報」

1976年8月号参照）。この内容を一覧でき

る目録ないしリストはないので，筆者が通

覧し，また整理業務を通じて知りえた大要『

を記すにとどめる。

　約2，000珊のうち，大きな部分をしめる

のは人文関係で，とりわけ文学，’美術の比

重が高い。特に美術関係書は，噛当館のこれ

までの蔵書の弱点の二つであったので，今

回の「寄贈図書」により，そみ欠を大幅に

補いえたのは幸いセあらた。美術について

は，ロシア・ソビエト両岸にわた，る沢山の

画家（アイヴァゾフスキー，ぺ一ロブ，セ

ー　inフ，デイネカ，チスチャコフジ4ンチ

ャロフスキー，プラス．トーフなど）の画

集，また従来われわれにはなじみの薄かっ

たアジア諸共和国出身の画家のものなども

入っている。また，美術館の案内，宗教美

術（イコンなど），建築とりわけ宗教・寺

院建築，’各地の名所・旧蹟の案内などがき

わめて豊富である。文学も，’いく人かの作

　家の著作集があるが，特筆すべきはトルス

　トイの最も完全な全集である“Hb江Hoe　co－

　6PaHvae　coqvaHeHHtZ”全90巻〔KP242－16〕が

　ふくまれていることである。これは戦前の

　1932年から戦後の58年にかけて刊行，完結

　をみたもので，これを現在，全冊そろえる

　のは仲々大変であったろうと思う。同じよ

　うなことは「ソビエト大百科」の初版本四

　65巻についてもいえよう。

　　全体としては，戦後刊行，とりわけ1960

　年代以降のものが多く，当館がすでに購入
、』

ｵて所蔵しているものも相当ぶくまれてい

　たので（「レー＝ソ全集」第5版ほか），こ

　れらは複本ということになった。もとよ

　トり，ものによっては，当館として2珊ある

　いは2組あれぽかえって有難い場合も勿論

’あるが，欲をいえば，前以て寄贈予定リス

　トが当館に示され，こちらで所蔵本には印

　しをつけて重複をさけ，逆にこちらからは

希望図書について注文をつけえたならば，　　　／

　より有効であったであろう，と筆者は考え

　る。とはいえ，一旦刊行されたあどは，少J．

　し時間をへると忽ち入手が難しくなるソ連

の出版事情を考慮するならば，政府の力を

’一以てしても過去の刊行物を千の桁で収集す

　ることは並々大変なヒとであったであろう

　と推測する。2，．　OOO冊をこえる寄贈図書を

取り揃えた努力と好意には率直に感謝せね

ばなるまい。とりわけ，すでに一旦ソ連国

内の図書館の蔵書になっていた本を，その・

蔵書印を消して，今回の寄贈図書に加えて

あったものが幾冊もあったことを思うと，

一層そう感ずるのである。

　なお今回の寄贈本には，すべて赤のゴム

印で「ソビエト連邦政府寄贈図書」と押し

てある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三郎璋をさいて襯またカント哲学

4’旧帝国ﾋ蛎入騨ご・’繍欝欝総翻艦
　ζ櫨別に・〃シ・シと・・う桝で1＃　’49－2・〕，「判断力批判」〔Hb49・L・9ゴすべ

ない。、前述のよ争にう旧毒中図書館時代に　　　ての露訳が揃っ’・（いる、患想関係では，与

未鯉の鯨で外圃r眠り・国立max：　チェ初ンめ「政治思想史」（B阪qe・・H・

eeOS館への移転に際して，螂上細書tt　en…P・・m・・曲ec・k・y・6暉．4・T・M・1・M．，

．館から本館僧移さ趣現E・大部分錦鯉を』・・1869一学4）〔A卑「31〕，古代ヵ9らめ社会思

すませたのち，整理されて軍規の蔵書に如　　　『鳶口であるシチェグPフの大作「社会組織、

えられたものを指している。　　…　　　　、　1の歴史」（江．1耳e歩珊㌫H6TopHa　co耶a∬LHHx

　　F即興料の刊行騨は・・9聯己半嫉．一…2一・Cfi6…87・一89）⊆EB・L

以陶～ら1930年代はじ聴で・「とりわけ19、61・ゴ・Lヴ・ン「簾的学説としての社．

世紀末がら20世紀初頭のものが多いb内容，　会圭i義」（K．T’eioBvaH．　Co磁a朋3M　IcaK　no■o．・

的には文学（・シ7文学の菰戯西欧＿湿・T晦・・’・・e・…CK6・…8吻・〔EB22一、

．の主敷学巻ヴ・ハ・レ・Frgsh一・’ゾ　42）．・f・どカ・加・，儲のよ5ig本の存在

ラ・デ・ケγろ砂テ・・シ洗酵嚇　Oま，往礁解されて鴨よ弛当時の・

訳本）・宗教・騨思想政治・．辮　　’tア社会とその検閲畿が，およそ社会主・

経洗馬鞭どの全分野tzcibkる力泊然1「羨蜻定鹸。諒ため躰の公干旺を＿va

科学噸岬町的少く階干の通繕をも・’許さぬようなものではなかっ冠とを傍証

含んでいる。．tts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．している，といえよう。
　上述め各分野について代表例を若干示せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『（注），・90年代の半ば近くから，’理論的なマルク
、r Z，先ず宗教関係ではヴェル営ンメキーの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス主義に対しては検閲が緩和されたことは事

「．sF’　vシ・正教一カトリ・煉撒会の教tt　t．案であるσこ4から，いわゆる「鉱的マイY

会議（叫B・即・翻：Me・一≒‘嘔「』クス蟻者」・・このH三期に活躍する・ととな

BOC醸BHO－kaTO旺四eCkO且・BO6TOqHOが耳epKBH．・　　つた。1

C頁6．，1856）〔HP131－40〕5モスぞワζコ

亘みナρ庵主教フィラレ7トゐ卑解応答集　　’tt特に興味をそそち紅るり嶋1原本にぺ1・’

「（q⑳…碑1伽・T・…BΦ・…画・　エ・邸・）．・と・｝うイrシ7・レの酩瀦

畑p9興・a　M－pK・・…　K・ll・M・ti…rd・：…　・x示のついた「将来の社会科学に関する意、

On6・・手885出88・T・2，3・5・・・・…脚　1見」（M一、・c・脚…f・・’A・yKe・　・y4・6・’・一’・

てH：P131721〕ほかPシア正融関係書が多　　　qL’　1・Cn：6・・1872）〔EAIL59〕という本で

数ある・群ではストラホ7「群概説」　ある諮・エリ鳳稲なナ・づ聴
tt　t　t（H．・qinpaxoB：φzJiocgCOcscvae　otrepKva．　CH6．，　’．思想家ピョートルiラヴロフが使用したぺ

、・89S）〔HD・一・7〕・ラポポ♪レ’ト「網羅の・．ツネームと「頚勝・しカ・も当館の所蔵本

．主瀬流」．（X：　PanlloqopT・ΦH五〇60蜘朋cToP興　t　t、・はi’もとの所蔵者が革肇の製奉をほどこレ

．．　B’ ??@MaBHe加旗TeqeHvafisc・Ci16・，”　1899）　・’ているのだが，その背文字にははづきり

〔’HA1’r5〕’ ﾋどが目につくが・後者の目次　　　‘臨BゆOB”．と著者名を入れである9どζろ

．聯興ちや轡轡∵ツ1岬騨騨しF



おり，以後ゴシア国内では殆ど本を出して　　　もいぐつかある。取りあえず，ヴァ営リラ㌧

おらず，ラヴロ7の執筆書目を見ても・e外国．　　『7の「ロシアとその他のヨビロッ2群言

の主要図書館の蘇書目録にも・この本は見’　、における‡地所有と農業」（A・BacpmsgKpB・

恥ない・内卿鍾の社会学瓢少し　3・一卿・…e・…g・1・e．・　P・cc・四1
前に書かれた彼の有名な「歴史書簡」と・も　　　APyr威eBPolleticKHx’rocy江aPcをBax．2．　va3Za．

逓ずる面があるように思われるの℃・・ラヴ’2．・b・a・Cn6・，．18S・）〔DM・4・一39〕，サゾ

ロフの著作と考えても不思議ぽない。内容．．・一’ノブ’「ミールは存在するか？」（P．H．

的には特に官権の忌詞にふれるようなもの　　　Ca30HoB，　BblTs脇He　6slTb　o6耶He？C∬6．，’

』では拠・・が，亡命の身というごともあっ　　　1894）〔DM141一：一一48〕を挙げておく。

て・ペンネームでPシア国内で刊行した・　　　　革命運動史関係の重要著作の一つである

とい．う．rと統四悪燭泌・，いつ締ぜ．スピ・ドーヴ・チOP．「・シナにおける革命

よ，若干の謎をはらんだ本書について，今　tt運動」、が2冊とも揃？ていることも特筆に　’

後溜究XXftのしかるべき判断と繊を　値・・しよう（胡・C・世塵・「Pl一・m・・

待ちたし〕．’一 @　，・　、・Hoe＃B蹴eHH曲P・q・・va・B…1－2・CH6・・
　政治・・法律関係では，ベゾブラゾフの「国・、　　1914－16）〔A56－R4十28〕。周知ρよう

家と開会」（B．H．舳06pa3磁roCyAapeTBO．　，に・この著者は帝醸ロシアの保安部畑で・

IE・6皿・6TB・．　CH6．11882）〔AR4－311－4⊇，・’
D－ I始まさセ〈革命運動を鎮圧する側にいte

パフマン眠法法典化り歴史」（c．B．’ff、x．’、人物飾る・そ杣こもかかわら轍述が仲tttt　t

MaH．．　va・T・P＿、麟。，。。，p、細脚、「毒蛇甑・豊富顧料を馬区凝してV・ると

・四丁・M　1－r’II．　Crt6．，・呂75）〔AR4－8・i』ころか6・醤、特にその第2分冊「社会

．．一3〕，グラドフスお「ゆア厳法原．・革競とその離礁」嫡翻ここの党の
理」（A．r・a・・BcK・i・・．・Hatiax・　P，・q・…r。gY一．』しかる越通輝な・・た聴基翻身に

趣一…蜘・．3・・M・．Cfi6．，・875　iなつ節る・第1分冊．「ロシア社会駐労

一・883）・〔AR4二2・・＿5〕と多彩である6　．働掌」腫要ではあるが・・9・8年までで記

騨理学係嘩頭に獅たいのは，ビビ　七島っているため・瀦騨鍛’ミリに
…7の訳によるアダム．ス，’ Y三論」　亡命したのち演述を1917年まで賑し
めロシア語全訳本3冊である（Al　CMXT、　　た，．改訂増補版ともいうべき「マ．シアにお

．Va3c・・1、・一・・ri，・，q、g・・p一。。・・。raT一’脳ボ’1）tt・ヴ・ズム1の駿」（llcTopva」i

’　cTBa　HapoAoB．・　CII6．，　1866）　（DA22－33）．　．BeabMeBZ3Ma　B　Poccvava　oT　Bo3HvaKHoBeHzg　Ao

それにマルス㊧噴本割第2巻の露訳　「3吊x町a即cTH　1883－1903r1917・fi・pll？’t・

本初版（1885年）CD醜一78〕カ・ある渓態・・　’　1922）繕・・てv・6・ζ剥すで！・蹄国

研究に眼を転ずると1工業関係では，Pシ　　　図書館所蔵本の中に入っ℃堪り〔947：　0841

ア商工省編r・・．シァの瑚制工業と商業！　一Sp　48〕諒た餓脚こ邦訳も串てし’る

＠a6π四Ho忌aBoAcK蝕llpoMbl皿neHHocTL　z　To一　　（「露国シこ於げる宗リシェ、ヴィズ今発達史J

prpBAfl　Poccvava＞が重要で，、これは1893　　上・下，、・大阪毎日・i新聞社，昭和3年〔308一

年の初版本〔DL331一一41〕と96年め第2版　　　RS1（28）㌣（29）ウ〕。1

〔DL331－37〕（末尾に欠落部分あり）の双’、』歴史関係は実に多彩で，・とても紹介し切

方がある・農業関係・農村共同体tlgついて　　　れないが・近ft　Pシア史の重要時期を扱っ

　　　　　　　　　　　’・．　＿　19L　　一・…　・



たジャンシェアゐ「大改革期」についての

二bの本（r．A．融aH皿HeB．3noxa　Be加KHX

，peopopM．　8．　neA．　M．，　1900）　（GG823r・一42）；

vaB　9noxva　BexzKlix　’pecoopti．　M．，　1894　（GG

823－72〕は欠かせまい。惜しいことに前

者は若干頁が欠落している。ネヴェジェシ．

メキー「カトコフとその時代」〈C・恥Be－

AeHcKvati．　KaTKoB　M　ero　BpeMfl．　CII6．，，．．1888）

〔GK455－22〕も挙げておきたい。注意す

べぎは，ザブロツキーの「キセリョフ伯爵

とその時代」（3a6iOUKvati－JIIeCflToBCKvith・　rpaco

H汲．KzceheB　va　erδBpeMa．　C豆6．，1882）．の

．ように，全4巻のうち2，3巻はすでに旧帝

国図書館蔵書中に存在し，〔923．247一＝K

61z〕，ユ，4巻が未整理本からの編入本中に

ある〔GK456－10〕，「といった工合に．「泣

き別れ」しているケースがあることであ

る。利用者はこρ点，注章されたい。

　自然科学関係もいくつかある。チャール

ズ・ダーウィンの主著を4巻本の露訳著作

家にしたもの，『国際的に知られたアナーキ

ストであると共に，世界的な地理学者でも

，あ？たエリゼ・ルタリ．g）大作「土地と住

民」，の10巻本露訳書中の数回もまじってい

るが，翻訳でぽなくて，そのオリジナリテ

ィーの点で筆者の興味をひいた㊧は，ポポ

フなる人物の書いた「都市およびその他の

人口集中地域における．衛生改善策」．（M・A・、

IlonoB．　utcKycc［rBo　03110poB［eH”fi．ropoJLoB　n

，ApyrKx　BaceieHHbix　ueHTpoB．　ToM　1．　M．，

1887）〔NA217－236〕孝いう本である。こ

れは西欧先進諸国の官庁諸報告を縦構に駆

使して，何と1970年代の今日1都市の公害

対等として考えられている諸問題，大気汚

染，塵あい処理問題などを，先駆的に論じ

9・るのである・三年り・887年4・えば・

おが国の明治20年であることセご注意してほ

しい。『

　ソビエト期になってからのものにも，い

くつか：重要なものがある。ここではとりあ

えず，「中央文書局」刊行の貴重な史料集

3点をあげておく。レーニンの兄，アレク

』サンドル・ウliヤーノブも含まれていたこ．

とで有名な，「人民㊧意志」党テログルー・

プの公判記録「1887年．3月1日置（1MaPTa・

1887　r．　M．，　’ P927）　（AR4一：一771－7），　1905・

年革命の勃発に驚いた政府側が，労働立法「ヒ

検討のため急遽設置した委員会の史料集

　「1905年のココフツォフ委員会における労

働問題」（Pa60q盆Bonpoc　B　KoMzccvan　B・H・・

，KoKoBlloBa　B　1905　y．　M．，　1926）　（EL52一一一

73〕，永い反動期の沈滞から、労働運動の

再高揚のキッカケとなった「レナ事件」の一’

史料集（JleHcKze　co6HTnH　1912　r・M・・1925）、

’（EL267－55〕と，まさに粒ぞろいである。，

　以上，実に大雑把な紹介で，しかもソビ

エト期になってからの文献には少ししかふ

れ得なかった。しかし，筆者はだまたま旧

整理部で洋書を分類整理していた関係で

（当時），これら旧上野図書館の未整理本炉

らの編入本露書の大部分を手がけた訳だ．

が，その時の印象からいって，革命前ロシ

アの文化水準め高さに改めて開眼させられ

た。．西欧文献の翻訳についても，’19世紀末．

にかけて集中的に第一級の作品群が続々，

しかもしばしば．F全集」のかたちで，翻訳

されていることは驚くべきことである。時

期的にはわが国の明治30年前後に相当する

わけだ漆，当時のわが国の出版文化の状況

は，例外を除き，とてもこれには及ばな、

い。ところが日露戦争；期のはやり言葉に，

　「ロシヤ，．野i一国，クロパトキン・・…」」ど

いう尻とり文句があり，その後の日本人の

　ロシア観の基礎にはこの意識が知らず知ら

．ずに入り込んでいるように思わ塾筒が，実：

は大きな誤りである，といわねぽなる．ま

’一@20　一



’NNo　1　：　．　．　．’　．．　of．．141　Russian．．・undetground，．exile

　それたしても，以上の紹介文獣が・その』　　「freedq甲of魚e　press加blicatio耳of　the

砥んの一端にしかすぎないような，彪大で　1　varioμs．Russian．revolut三二ary　move一

貴重な露文図書が，旧帝国図書館にもたら　　・　’merit；the　19th，　begining　of　the　20th　cen一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く注）
趣たのlaf’一体どういう経路によるもの、　t・・i・S”と仮題がつけられて・・るカ㍉・これ

であろうか？1また，何故，、永らく外庫に　　　・は可成り正確に内容を示している。つまり，

放置されていたのであろうか？　今となつ　　　ここには前世紀末より今世紀初頭にかげて．

ては分らぬことだらけだが，興味を惹かれ』 @　の，一Pシアの革命運動の諸潮流，とりわけ

為ごとではある。　　　　　．　‘　　．　　・t、ロードニキ，エスエル党（社会革命党）

〈由。れらゐ鵡のうちの宗獺係のものの、騨主㈱マルクス犠系のゆア社会
　、いくρかには，「在北京ロシア伝道三図旧館」　　　民主労働党・さらにドイツの社会主義者（マ

　（BH611vao．TeKa　II［eKzHcscotl　PyccK三五yxoB一』1ルクス，エン扮ルスを含む）の著書d＞ロシ

　HO直・Mvaccvava）というゴム印の押されたもの　　　ア語訳本，それに若干の無政府主義系の刊

　がまじっている。この伝道団の歴史は大変古・　’行物，等をふくんでおり，．例外的に文学四

駅遥1難灘辮蕾叢脅黙諾膿濡
　と右堂清倫氏の一論文はのべている（「在北　　　党派の在外組織がジュネーブ，hンド巧．

　、京Fシや伝道団の業績」r書香』132号，昭和　　　パリ等で発行した，いわゆる「自由出版」

　16年9月）。Pかし・何故この陰虚餌の蔵書　　　（BogbHafl　n6qaTb）セあり，1905年革命みの

欝購総轄三三もたらされ点し齢・ゆるん塒期に・油団で
　　外稲永ら輝幽い惇睡つ・．・’t（・．刊行され規の数点を飢で・・る・形鰍

　も，当時1，1ロ平ア語の本をこなせる人がいな　．　はパンフレット’的なものが多く・なかには

　ゆうた・．ttとし｝うζ・とも一応考え与れるが・ほ　　　薄紙の超小型のものさえあり，現在，世界

　かに・ちゃんと整理され七y・る露書もあるの　　　中の図書館を探しても，所蔵さ乳ていない

　亮から，これだけでは説明がつかない。それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のではな：かろうか，と推定されるものさえ
　のみか，前述のザプ仁ツキ7一の4巻本のう
　ち，細巻が既tl・esveされ・，4巻磁力・死　郊・

　庫に残されて今回編入されたような例もある　　㌃（注）　こめリストの標題中に141点とあるが，’

　のだから・痴話臓である・．　．、、　当館が入手し澱階では・嚥力・既に急診猷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ており渓際瀬物を入手し斌のは・3・タ

　5・　ロシア地下運動出版柳コレクション　　　　・イトルである』売れてしま？たものの中に「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，ナ・ごドニキのシシ・，．（ll・IUvamlc・）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著作が2点あったのが惜しまれるほかは，幸
　これは数年前，アメリ、カのニューヨーク‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫い重要なものは余りなかった・』ま起この躯
ζある某書店の手で収集されてY’＃約130　　　　．トにば，革命聾しばらくして；アソデ79ソソ

タイトルの，主としてロシア国外で刊行さ・　　　という人が当時のペト・グラードの・シア論

れた革命運動関係文献の珍しいコレクショ’ @　　共図書館．（現サルトゥィコラ＝シチェドリン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共図書館）所蔵の資料をもとに編集した
シを・幸いにも当館力1入手し㌧最近整理を．　　　．r自由出版目録」』（B，M．　AHA6pcqH，　peA．

完了した杢のである。そみ書店で作成した　　　　Bo五5H細pyccKaa　neqaT．b　B「Pocczthctloit

添附、リストには，．，c‘A・・iq・・．・・11ecti・n　・町吻・曲6・吻・T・・♀諏・・1920）に載っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一　21　一



　ている蝉についてはr’この三三のアイテ　　　パンフレット今の批判として書かれたも・

　み1ナンバrを付記して・資料の素姓を明か　　　の。59ほ！．．lSgO年代の彼の講演，手記のた

細蟹雪雲鳳経済櫛ぐ喉めセある・58繭欧一亡命しτ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187i年のパ1）．Lコンミューンに参加；以後

さk，酷をと燭ζの・ゆシ。ゆ　8年つつ湿た嚇でめ1ヨー”　・・パの政
全貌を紹介することはとても出来flS　u　Vc［）‘　r．回状温を論じた演説である。1887年3月

L・
ii・｝こζで瞭料賦物主要特擬ある「ナ』・8日刈」・・ン・ゴγ論旨小集会で・

ロード三二・出スェル党（社会革命党）系　　　おこなったもの（於パリ）・殺鋒の60は・．

：噴料，受ルクス三者e・社会駐蠣党三年が彼の灘の190辮こな6て幡が，

知もめ，その他の三グ・レープ撒け1tもとも鳳彼の齢後1873年からチ・

て，ご二二なもめ禰轍上げよ5．な』一リヒで彼帥叫出さ抑1瓠定期干V
お，このコレクションゐ請求番号嫡すべこ（　’　の論集「フペリョート！・（前進！）」1の第、

’IEB3bL一一99で，それ硬に二号力・（・）～・．．2号91874）醗馨れたもの・で融ヤ

’d3・）まで迅でつし・ている麿，甥下に』・の御科学者・蝶家・芸術家，韓家

請二番寡を注記する際は，’耳B33－99を省‘　が・それぞれの未来＊＃会陳を対話風に語

略しで枝番号㊧みを〔1〕（2〕一一，it記すζ』　1る・＆）う設定で夢ぐ・ラヴロフ研究家『〉

．と晦6tt　tt@t　t煤^／

D「』
Dt Dt @ポンパ錦rの期のラヴロフの作懸質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「最も道具立て炉面白い」と評しているが・「

㊥贈一ドニキ聯粍：．・『・．摩撚麟期のすぐれた思翫中眺
舷i8鉾代は1じめ卿ジァ青同大混の「三酔人繍問答」との類働・思わ

ぎな影響を与え亮ゴ歴史善補の著者で　　　ず早撃せざる．をえない・ユgo2年の9の版

あり財恥橿キ図表三口の一人で1’は・彼の死後・言草念出版として・旧「人民

癌ラヴ・フ（n．A．　Aa・P・b，・823－t－i9・9）　の齢党」の生き卿たちカミ再刊したも

φ著作が4点ある。Tのアの社会革命的1 Dρ調脚響いてないカミ・ロシア語碇
1静妨ぺ」（Pycc・b・…ltgati・H’o－peB・珊　価1フラッと書いてあるから1やはりジ〔・

舳蜘・。榔五・Hg・H，、・874，’・6・P）〔6・〕，・』「軒ヴであちう・づいでながら・「ラヴ只．

「90年代の手稿よち」（H3　pytCOflvaceti　’　lzeBfl一　　　フ伝」・「思い際遇」もこの．＝レクションに

噸脚・、・B．an・，・・a，・899，’．，7・b）〔59〕ジ　入っgv）るくBm・唖㍊∬・舳poB・〔1｝Ke一・

∴r8年を経て」（qepee　B・CeM・xeT，1871一　　．、　ileBa？〕1899・　36P）⊆57〕・（IlaM・ITfi　II・JI・’

・879一・887’ D融Ba，．・9・・，ユ5・）〔5S〕，．Xa・p・Ba・　（｝K9・eB・，　ig…．　93P）（62〕・、

r未来一は誰に属す6、Q・　？」（KoMyヰpKHa耶e一　・（注1）．この「歴史書簡」とHcTo四qecEHe　nva一．．

慨HT　6yAy皿ee？n・．．，．P・，1902，103P）〔60〕が・　　　．cvaMa）の定本といえる第2版（1891）が当館

そ乳である。「 A61は，’r小冊子ロ・シアにおけ　』．「にある〔且D152－7〕。なお；ここではミルト『

る革命的宣伝あ二二こよせて」と副題があ．　、、　フ．（MiaPTOB）というペンネームを使ってい・

襟蒲懲潔糠・磁熱熱識混長富そ
れる5．ちの一人である・ラディカリス解）．　、　いた同名の「フペリョード！」：と混同レない

5’

Jチナフ・（∬・H・T・a・e．・・1844L85）の　量・三都・873－77年U・かけてr冊師さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，22　一一L’・



　　　れ，後者は2年間に48号出た。当館にはとも

　　　にMouton・のりプリ、ソト版がある〔Z　51－

　　　D606およびZS1－LD607〕。．
一

　（注3）　P．Pomper．　Pete；Lavrov　and　the

　　　Russian　revolutionary　movement．　Chi－

　　　cagQ・1972，　p．163参照〔GK45g－19〕。、、

　（注4）　この伝記には筆者名がないが，上記ポ

　　　ソre一の本の巻末文献目録によれぽ，ルサ“

　　　ノブ（ラヴPフと親しかった人）としてあ

　　　る。なお，『ルサーノブがタラソーフというペ

　　　ンネームで書いたものが，・このコレクシ．gン

　　　中にある（K・TapaCOB．　Ha　py6eNte　AByx、

　　　IlapcTBoBaHHe。　jKeHeBa，ユ895）〔116〕。1894

　　　年にアレクサンドル3世が死に，幽ニコライ2

　　　世（最：俵の露帝）に代った時点での政治評論

　　　．である。

　次に挙げたいのは，「人民の意志通報」

全5冊（BecTH益K　Hapo江Hoti　Bollva．　No．1＿

5）〔77〕である6響く知られているよう．

に，‘1870年代後半の重要なナ巨一ドニキ組

織「土地と自由」結社が，79年夏には組織

上の危機に直面し，政治テ戸ルを方針とす．

『る「人民の意志」党と，・政治闘争を否定し．

ナロ　一一ドニキの伝統的な農村工作路線をと

、る「土地総呼野（土堆肥分割）」派とに分

裂した。後者の中から，プレノ・一ノフジザ

スーリチらは数年後にマルクス主義へとす

すむ。前者の「人民の意志」党は，「人民
聯∫と・轍灘を・879年1・舟から85

年12月までに12号出しているが，とれとは

別に，．この「入穿の意志通報」』がジ』ネー

ブで1S8R～16年遅問1こ珊だ咄編、そも

そも同誌はe．1881年3月1目のアレクサン

ドル？世暗殺の威功で「人民の意志」党の

名は世界中にとどろ熔たとはいえ，’組織自・

体はかえっセ弱体塗さらけ出し，92年春に’

かけてラヴPフ，クラフ≠ンスキ←らが，

さきに分裂した旧派を統一させることを目

ざして創刊が企てられたのである。当然，

プレハr一一’ノブも編集者に迎える筈であった

が，結局彼はこれに加わらず，統rも果せ

ぬまま，、ラヴロフ；チホ二一　tiフ両者の編「

集でスタートしたのttある（S．バロン

著，庭石治朗翻訳「プレ「ハ’rノ・、フ」恒文

社，‘1978．’pp．146－151参照）〔EB61一・一一’

28〕。．「革命的政治・社会評論」と副題され

たこの雑誌は，・広く社会主義者たちの寄稿
　　　　　　　（注2）
を呼びかけていたが，前述のような経緯も

あって，必ずしもその目的を達しえなかっ

・たようである6ヂェバゴーリ6モクリ土一

ヴイチの向想録，アクセIJロードの投稿等

を除けば，専ら前記2人の編集責任者が多’

〈執筆しそいる、が，・．各号ともゴ当時の運

動，恩想状況を伝える貴重な証言となつで

・，いる。『また最終号（5号）にぽ，マルクス』
　　　　　（注3＞
・が1877～78年頃，ロシアの雑誌「祖国雑

記」宛てに書き，・そのまま原稿が陽の目を

見ずに終って層 ｢たもみを，「カール・マル

クスめ手紙」，として，露訳．（原文は仏文）

したものがはじめて公表されたのである。

（注1）　これは「播磨文庫」のところで紹介し

　、’た「人民の意志党資料集」に勢門収録されて

　　いる。

（注2）　発刊の辞によれば，「ロシア社会主義

　’の在外機関誌」たらんとするこの雑誌は，・編

　　集者の恣意や好みでなきれてはならないと

　　し，あらゆる社会主義者が協力；援助してく

　　れるよう求めている。編集責任者として，前

　、記ラダ『7とチホミ・一当フ（後に転向）が睾

　　名している。

（注3）　’1877年末，とするのが従来の定説。鵜’

　　田春樹氏はこれを訂正し℃，’、．78年末としてい

　　る（同氏「マルクス？エγゲルスと革命Pシ

　’ア」，勤草書房，11975，「．p．102参照〔GG823r

　　7〕）。この「手紙」’の内容と意義については

　　同書参照。なお，この手紙の公表までの経過

　　は・保田孝一「9シア革命とミ、一　／？共同体」・

　、御茶の水書房，1971，PP．15－16参照〔DM．

　　141－1）o．
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　　一Pにq，ナロ’・一ドニキたちのいζつかの流』．　　’1851一一：一95）　一は；1ε70年代はじめ．Oナロード

　，れから，1901年のエス『＝ル党（社会革命党　　　　ニギ●グルー」プ「チャイコフスキー団」以来

麟総譜膿麟　餓1蕪羅i鷺難
　　を挙げよ「う・矧：’「チ・イコフスキ、一　　野努訳三一翻，・97・）〔EB33L・〕，「・

　．団⊥以来の古いナロードニキ；・ナタンソソ　　　　ァー権力下のロシア」（邦訳：糠原隆子訳，

　　（M・A・・HaTaitcoH，185Q－1919）’が組織し・　・幽現代思潮社・1969）〔GG819－1〕などカミ西欧

　．た1「人民の権利党」．〈1893年にづくられ；　　　　の人びとに与えた影響は大きい・特に前者．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，tt日本にさえ影響を与え，自由民権運動の
　翌年匁ちつぶされてしまうた）の名で刊行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宣伝のため，『そQ翻案が宮崎夢柳によって明
　　した㌧「焦眉の髄」働y磁B・”p・c・一’　治・7年…「麟党実記・鮒椥・として紹介・

L・nd・n・1晦32P）978〕カrらは助よ・　隷て・〕る・贈の干IJ・fiヵ・・8S2・El・，．つま凋

　　：うg．奉書の前書きに，前年〔1’894〕秋高．シttt　治15年であることを思うと，当時として嫁大

　　ア靹で刊行したもφの再版とある．．との　凌な速さである・

　ttt，パンフレットは，専制と闘い，政治的自由

瓶　を養得するために，『あら＠る勢力を結集す　　．一門スエル党の中心人物の一人であるチOP、

』るζとを・「籠認証」として，呼びカ・．・tノーフ（B・M・U・p・・B・…1876－1952）が・

ザて・軌な紅これは「舳・シア畑野　ラザレフ・ヴォルホフスキー砧参ナ巧
鈴」（R・・Si・P・Free　P・e・s・Fund）、の出r．、ド井とつくった興業社会主四聖」

腕なってV・るカ・，、この「基金」り極藷1（A「papHo”co・HaxvacTvaqecKaf’　’”va）の刊行物

たよ繊「・シアで合法的地位森って』t遡黙る・「シシリ吟興る凱同馳

　い虚心かのP，7ア人かちの送釦こよっ　（KpecTbHHcKHe　c醐BCH醐K↓・nd・n・
・r〈，’ R年凱Pt下に署名し儲たちに＿．1900・54P）、〔1．〕，「鞍興業の当面醐・

∫漏面立陣た」・tといい，・「その目的は，　題⊥（Oqep輔BonpgcρeBo脚oH旦「o・e五孕・

面訴シアで求められて・・る，官畝（検　London・・1900・　28・）92〕カミそれで盤3

蘭をうけな応の意L一＿筆者注〕．印届1物へ「■前老はイタリアのシシリー島での農民嗣・

喚藤みたすこと砺る」と’うたらてv・　の紹介℃’・後四隅～9Q年代り醐の

・る．署名者ほ，四ドシに蘇蜜の暢，レ∫纒の上に彰てぎル・ス蟻ゐ農購

勧辞∵ヴ。イイ〔ポごランドの革　視を批判しながら・ewge民膿振る・
1命家〕，・・「ステプニ融，、イギvスの一・．という顎の闘糠油解ζのってい．

　　蜘・るチ・イrフスキ‘一，．’k’kにパリ．に　る訟お・この「連盟肱’エスエル党結

誰紫驚瓢妻轡雛奔”党内噸難し嚥
「とい寝ている・な紅ヒ㊧・延金↓の刊　’（注・）鰍’「鯉ゴカ・ttシリ一斗の齪翻

　行物は，’elのコレクション中に数点幽るQ　ttttに眼をつけたか・と．いう事情の背県ば・ボブ

　’¢の「基金」がロシアでは禁書になっている　　　一ズボ7ム著青木保一坐「反抗の原初形態」

序文鰍融r刊行畷割敵ぎい・tt璽意識餓暴論諜謹針「
・（注）ステプi・一町ペンネームで知られて・t1を読むと理解で猷うIFER33－7ユ。．．

　　，、いるクラフチンスキー（C・M・KpaBq四cK励，、　　（注2）　「連盟」・のことは，．　M．　P6rrie．　The
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agfarian　poli．cy　of　the　Russian　Spciaiist－

Revolutionary．　Party．　Cambridge，　1975

〔AS6－R4・一24〕の第3章に詳しい。

　前記チェルノーフがt’農業県の中心タン

・ボブで組織した「人民権利擁i護友愛団」（前

掲，和由春樹「マルクス・エ．シゲルスと革

命．ロシアコP．378参照）の資料も見のが臆な

い（y・T・B．Bpa・・幅脚・暉・・月・p即・X

．・paB・恥・・解・遡ceMy　pyccKoM　KpecTL甲。戦

’TtiY．　OICeHeBa，1899，16P）〔15〕。「この組織

の規約と農民へゐアピールを取めた薄いパ

ンフレットである。農民問題関係では，エ

スエ～レ削り刊行物としf，．ルrヂン1（本名

ポタポフ）め「社会民主主義者たちは『貧

農』に何を語っているか？」（A・‘PyaXH．

q・…B・P・IT・・蜘A・M・・p・…“9・⇒eBe耳・K・Va

6elgHoTe？’1．購，1903，54P）’Eg5〕がある6

これはレニ＝シの小冊子「貧農に訴う、」批

判である。

　回想録的なものもこのコレクション中に

いくつかあるが，こ．こでは三冬工IV党結成

後，組織された「戦闘団」の中心人物ゲル

シュー二（r．A．・liepmyHva，1870－1908）の

有名な回想録「遠くない過去より」（H3
HeAaBHero　nponilloto：　Paris，　1908，　243p）

　（注）

〔31〕を挙げておく。彼は1903年に逮捕さ

れ，死刑判決までうけたが，．1905年に東εぐ

ベリアのアカトゥイ監獄に移されためち，

翌年ここから脱走した。』ア凶リカを経て．ヨ

．・一一・tiッパへ行く前に・’彼は奪ず日本に寄

り，母崎で前記ラッセル（7頁参照）に会
い，・つv’rで東京で宮崎町天らの仲介で日本

に亡命中の孫文とも会っている（和田春樹

「ニコライ『・ラッセル」下，p．206参

照）。この「回想録」は；アカトゥイ仁移

される前のペト『ロパヴロフスク要塞監獄と

・．シュ刀ッセリブルグ監獄時代㊧ことを書い

ている。この本は，彼の同志で1906年に死

んだゴーツの思い出に捧げられているが，

彼自身，1908年にチュ．一リセで病死した。

（注）　当コレクシ・ヨソ中の本は，1908年刊のパ

　リ版だが，実は前年，．ペデルブルグで刊行さ

　れた国内版．もある。，しかし僅か96頁である。「

　ついでに，このゲルシュ＋＃が死んだ時

の追悼文集もあるので績介してお、く（Ha一．

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　．MflTva　li．A．1”epmyHva．　Parisl　1908，52p）〔32〕。

これにぽ・犀後間もなくパリで行われた葬1

儀の折の追悼の辞，．弔電等が収録きれてい

る。彼は，パリゐラヴ『フの墓；のとなりに

葬られた。

　なお，さきの「回想録」も，この文集

．も，．エス・rル党の出版物どして刊行されて

いるが1後にのべる社会民主労働党系の出

版物が，表紙等に，必ずセノヒクス・手ンゲ

ルスゐ、「共産党宣言」の結びの言葉「万国

の労働者，団結せよ！」を入れているのに

対し，ゴスェル党の場合は，そめスローガン

として「闘いの中にζ．そ自己の権利を見出

せ’！」（“B6・P・6・・6P・T…蜘p・…B・e！”）

と書かれている。マルクろ主義がいわばよ』』

り組織的で，国際主義的であるのに対し，’

　　　　　　　　　　　　
干スZ．ル党がより主体的．内発的で南るこ

とを，これら土つの標語が象翻しているよ

うに思われる。「

その他の重要人物の著作としてe＊・飾、

　「人民の意志」党からキスニル覚に赴y・た

ブラ・％フくB冴・．B・・罫eB・’エ862t・942）『

めもの炉7点（うち2点は仏文）あるdζ

の人は，午スエル党の最高首脳部にいたア
（注1）

ゼフなる人物が，，以前からロシア政治警察

がもぐりヒまぜていたスパイである撃ことを

暴露して，世界中を驚かせた入ξして有名

℃あり，また，ロシアの革命運動史研究の
　　　　　　　　　　　（注2）
重要雑誌「ブイローエ」（BNtroe・〔過ぎしこ

と，．の章〕）の編集者としでも名高い。
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（注1）、、小説よりも奇，ともいうべきアゼフの

　人物史を，・すぐれた歴史家の眼で描いた著作

　としては，一B．ニコラエフスギー著荒畑寒村

　訳・「アギーフ　革命のユダ」現代思潮社，

　1970〔GK414－1〕，新版：．「大スパイ　革命

　のヂダ」同社，1978〔GK414－2〕がある。

（注2）　ロシアの革命運動史の資料と研究をふ

、犀んにふくむ1の艦は・刊行地を・ソド

　ン，一！〈リ〔Z52－B466ゴ｝ペテルプルグ〔Z

　52－B465〕，とかえながら，1900～26年まで』

　刊行され（但し，1908年から17年革命まで中．

’断）・再び中断ののち・ミリで1933年に2号〔Z

　53「B460〕だけ出して停刊した。1907年末

．に弾薦されてペテルブルグで出iていた電の、

　の刊行が不可能加年つた時期，｝lama　CTpaHa，

．M町・・va…A・・　’ S・Z・52－B・467〕と名をかえ・

　て刊行した時期がある。これらは1974年

　Mouton社から全巻リプリジトされ，当館所

、肥りものは大部合このリプリント版である。

　　と．こうでブ7ルツェフのものは，．彼の二

．つの論文を収め準．「ツァーリを打倒せよ」

（A…加・p・．舳減・H．，1901，112P）て17〕，

』人民の意志党関係の資料集である「人民ゐ’
　　ヴ
意志党］71歳！」（海BApac［VBye［U宜aPOAHaa

Bo岬！Paris，　L1907，’96p）〔16〕，．アゼフの

、暴露に関連して帝政ロシナゐ政治批判をの

べた・「ツ．ナーVの責任」．〈OTBeTCTBeH註OCTL

・Hapa・Paris・1910，16P）〔19〕，日露戦争

吟戦争責任を衝いた1「ツァごり．と苅外政．

幽策」（耳aPb　va　tiHemHafi　nO」〔vaTvaKa；　Berlin，』

1910，．76P）〔21〕，ユ明革命軍1．ボリシェ

・．買Bズム批判の公開状として書かれた「ボ

．身シ干ヴ・キ添いを」（恥…舳・騨

B・・L・eB臨＄t6・kH・1m・1918・14P）ξ20〕

などである． B．

　ナμ．一ド一図・エスエル党系の資料で紹

、．介したいものは，まだまだ沢山あるが，と

、り南ネずエスエル党の協議会護事録を挙げ

．ておく（1〔POTPK，o）tHi　tlePBota　o6㎎enaPT曲H磁、

KoHΦepeH耶H　fiC．一P．，　ABrycT　1908．，llapva」lt1

ノ

1908，238P）〔86〕。同党は1917年以前つ

まり『、シア革命の年以前に2回の大会と1

回の協議会を開催しているが，このコ」レク

ションに入っているのは190S年三開かれた

協議会の旧事録である。、1906年に第1回，

7年に第2即党大会歯つ継り．・9の

協議会は，、名称こそ「鰯議会」‘だが実質上

　「大会gに叩敵するもの．と中之てよい。，

1905～7年の革命の総括の上に立った新方

針確立の党会議で，重要であるbしかも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
・筆者の知るかぎりでは，この協議会議事録

を利用した研究瞠まだお眼にかかっていな『

い。、．

（注）1ついでながら1エス土を党は秘密保持が

　厳重で，議事録申の発言町名もすべて呼名な

『ので，そめ解読には困難が伴う。．例えばイギ

　，リスの女流エスエル研究家の前記M，ペリー

・は1、いろいうな資料から推測して，第1回大．

　会の代議員発言者中のユ1名の本名を割り出し

　ている（前掲書，P．150脚注参照）6この協’

　議会の発言者の実名もよく分らないが，和田

　春樹斥は・チエルオ㌣フの回想録の記事か

　ら，・彼がこの協議会で主報告を行っている，

　と述べている（前掲「ニコライ・ラッセル」

　下，．pp．264一　5参照）。．

　エスエル系文献紹介ゐ最後に，エスェル

、の最左翼として1906年同党から分離した，

し｝わゆる「マキシマリスト」Q文献を挙げ

ておく。タグーインというペンネ㌣ムを使

っているが，本名エンゲリガルトによる「チ

ェルノー7に答える」（M．A．3HrellbraPAT．

QTBeT　B．　ilepHoBy．’Cn6．，　1906，　48p）　（121）

である。これはエスエル党の中心人物チェ

ルノーフの綱領を根本的に批判したもの

で，同党からの分離宣言といえよう。、

②マルクス主義系資料

　まず，マルクスの「哲学Q貧困」（ジュ

不一フ，1886），エンゲルスの「ララ、ンス
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とドイツにおける農民問題」（ジュネ㌘ブ，

1904）ほか3点の露訳本，ドイツ社会民主
（注1）

党の・S　一一ベル，ブラッケの著作の露訳，つ「

いでに挙げれば，マルクス主義者ではない

が，ドイツの社会主義運動を語る時，逸し

えないラッサニルの代表作の露訳が，それ

ぞれ数点つつある。しかし，これら以上に

糊面懸鰍ま，やはりPシア社会民
主労働党（この中から生れたポリ平エヴィ

キ瀬ミ雪踏シナ共産党一ソビエト共産党：

になる）関係の出版物である。

（注1）（準2）　断わるまでもないと思うが，「荏

　会民主主義」と，いう言葉は，現在と異り‘，当

　時はマルクス、、．■エンゲルスの思想の正統を含

’回した。マルクス主義的なエルフルト綱領を

　いただくドイ．ツ社会民主党は，まさしくその

　正統性の表現であった。tiシァのマルクス主

　義者の党が剣ヰされたときくユ898年），ロジ

　アの社会民主〔労働〕党と名乗ったのは当然

　で第つた。しかし皮肉なことに，同党の創立

　とほぼ時を同じくしてドイツ社会民主党内に

　撞零したベルンシュタインの修正主義が，そ

　の後「社会民主主義」と同義になったのであ

　る’。rpシアの社会民主主義運動の中q’C生じた

　修正主義的傾向は，最初いわゆる「経済主

　義」（後述）というかたちで現れた。

　さて，このコレクジョン中のロシア社会

民主労働党関係の出版物は，その刊行時期

が1900年から1905年に到る時期に集中して・

いる。ζのことは，同党が1898年に設立大

会を持ったものの，弾圧をうけて忽ち壊滅

させられ，・その後いくつかの運動の潮流

（レー；シがひぎいる「イスクラ」派ぽそ

の一つ）、が競い合いながら，実質的には真

の創立大会・ともいうべき第2回党大会

（1903年夏〉にtVeる前後の・貴重なパン

フ．レジト類がふくまれている。したがっ．

て，党史上重要なこの時期の研究に際し

て，．ソビエトでの研究や出版物がとかくレ

白テン派中心に描き出し，他派の主張はジ

批判の対象としてのみジ孫引きでしか分ら

ない，という状況を，このゴレ4ション中

の資料ρいくつかは是正してくれる。．

　　では，個々㊧資料の紹介にうつろ56先
ず，． ﾐ会民主労働党系のパンフレ、ットヶご．

は・髄の労働運動・開ナるものが多．y・．・

「オデ・サと二9ラ誓7におげる労働運らtt
動より」．（va・P・q・・…1［…it・H・fl・．　QAecce

va　HvaKonaeBe．　（｝KeiieBa，　1900，　30p）　（102）・，

　「エカチ出リノ冬ラフにおける労働運動」

（Pa6gqee　ABva2fveHvae　B　EKaTepvaHocJiaBe．　’91．C．，

1900i　94P）〔109〕，このほかイヴァノヴォ

＝ヴォズネセンスク地域とコストロマー地

域の労働運動を扱った2点〔110〕〔1i1〕が

ある。前二者はともに南部O．労働運動の先

進地翫後二都中央部であう，購の「

パンフレットは無署名だが，トロツキーの

著作目録とレてぽ最も詳U）L・Siゴcla量r’、

編　‘‘Leon・、Trotsky；　a　’bibliography，・・一

Stapfo「d・1972〔E1一 ｱ季考購室）〕・

にようと，一ろチriクfi　rフどトロツ、キYと

の共同執筆とされている．（P．699参照）。

二人置も立ダや人ギカ㍉冬チェクローフの

・方が1串73年生れで先輩格，1890年代ぽじめ・

から1オデ舛砥動をは偽ているb』ト・

ツキr・一は6つ年下で，彼がはじあて活動を・

、はじめ』驍ﾌが1897年；ニヲラーエフにおい

てである。　・．∵・

．　（sl，　k’　）　x　’e　．　t’　i　’／　・一一・7．　，（ro．M．　CTetc・n　o’B，　’1873　’

　‘＋1941）は1903年の第3向党大会以後にボリ

　　セ・吟キ派に属しソ．ビ実以櫓・なって

　．から，いくつかの著作で貢献しているσ「社会

　主i義の闘士たち一ロシアに爵ける社会；革

　命運町史概説」初版1918，：増補第2版1923～

　24を書いている。共に「播磨文庫」にある
　　〔99・Q7－S823b；947・07－s823b2〕9’また，

　　「ノ『ク「一ニン著作・：書簡集」の編集老（4冊

　で中絶。リプリント版所蔵〔GK415一：17〕），．
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　　「バ・クT『・ン（X」．・の著者でもある（改訂第2　’、．　シア革命」河出書房，1970，第2章参照〔GK

　　血忌中の第・齢旧帝国騨官力‘らQ■　．465一・9〕・

　　編入話中にある〔G耳415－41〕）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上5点は，，いずれも「ロシア社会民主・
　　第2番目のもめも無署名だカ㍉’干カチエtt　，主義者同盟」（C・興pycc加x　9・照諏A←M冊・

・・1Pノスラフで当時活動していた中’b木物は・1・伽h）の出版物であるカ・．・この組織は・894

ララヤーンッ（被網・岬・・1879一・933）・年にジ。ネー尭もとナ・一．ドニヤから、

らで麺から・多分彼あ畑の灘ではな　マルクス主騨臨じたプレーヅフらの
、かろうか訟お・，彼はこ碑（19qo）．4月、・「労働鰍」団のイニジァテ・・ナでっくら

．た逮捕され，⑳年がテ・げ・レグでの学　・れた1しか．しその後この「同盟」は，．1－v・わ

生運動り選捕者た：らとシベリ’アのヤターシ・、・ゆる「経済主義者」（政治闘争より経済闘

やに流刑になるがr．その塗1家のことを記録’　争を重視）が牛耳っている，と「して，、1900、「

　しtcパンフレット「シベリアへの学生たち∫．年春分裂し，「労働解放」団は脱退，新た

ρ郵送」（OT加aBKa　cIFYILeHToB『CM6vap『・・　　　に「社会民主主義者」団をつくる6前掲の・．

「・・翌煤D，　19Q21　37p）を・シゆ墜キーζy・う．．∫5点の大部分は・9・・年の刊行であるから，

雲離轡こ卿㍗．、1黙黙鷺鏡と，「オ
　　もう一つ注目すNきものは「ユダヤ巨鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ「本フ労働者の裁判」（∬po亘ecc　O6yXOB一

輪論難灘羅・雛羅轟霧lll∫
1燭微レーe「ンと諭して樫シiヴ…』酩力掲休瓶篠をやめて要求を提、

灘宅驚鷺ご墓篇窒レ惣撫議難病1臨貯
’・薰烽ﾟとさ麓ている。彼の伝記を書いたゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の裁判で37名（うち婦人2名）匠厳しい刑、

樋蕪鞭三漏越階㌍鱒憲蝉騒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働党ペテルブルグ委員会」と「ペテルブ
・・ V㍗叫齢ρ澤と，している・この中　，レグ葡闘綱盟」．Eが酩で名をつらね

で　〉レトフ1むユ柑の面的豪雄　て・・る．ガーや蠣者の要求というの、

曝護と社会謙嗣ξの関連に外でρ、は，この年増学生噂諏対の闘争の・、

，べ煙るρだカ9，・‘こ控出版するイニシア．・．．あとをう脚一デr・ストに焼冷欺労

テグをとつ灯ユダヤ木ブtt’トJ’と．L’う．．．・働都簾したこζ闘する・撤醸求で

1布力綿織ζ律と・は・間秀なくユダヤ人組織　　　，あった。冬．トライキは5月7日かち17日一に、

・め独立性㊧問題嗜めぐって対序する9とい，．　および，．遂に軍隊によって鉢圧されたが，

響灘驚鷺洲’・，錨玄r鰍燭騨
41‘＋2沸訊・高橋馨訳「　・レト7と∵（砂レニテン弓田聞「僻ヲ悌5与－、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’28　一‘r　．

　　　　　　ノ』



で「新しい殺りく」と題してペテルブルグの・

労働者に決起をうながしている （邦訳「レー

ニン全集」第5巻，・大月書店，pp。12－17）。’

また，この裁判の苛酷さに対しても「イ不グ

ラ」第10号中の一文「懲役規則と懲役の判

決」の中で抗議している（前掲書，pp．251－

254）o

　これに関連して；労働問題関係のパンフ

レットを紹介’ｵておく。・r！897年6月2日

の法律に関する秘密文書」（［1］．afiHLie」IIOKy・

MeHTH’ 盾sHocflmnecfi　K　8aKoHy　2－ro　HroHf1

1897　r・an・・1串98・66P）〔113〕は，この労

働時間短縮に関する法律成立をめぐる政府

機関での討議資料をス．ッベ抜いたものであ

る。当時ロシアでは労働時間に制限がな

く・，1日！4・・y15時間どいうものさえあった

が，こap法律により；やっと1ユ時間半とき

めたのである。・レーニンは小冊子「新工場

法」（前掲「全集」第2巻，pp．265～313）

・で，この法律をくわしく検討し，抜け穴だ

らけの点を批判している。

　、’さて，労働運動史関係の多少ともまとま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　をつた記述としては，次のものが逸し難い。

タフ．．：タリョーフ（IC．M’．　TaXTapeB，18727．

1925）ρ「90年代ペテルブルグ労働運動概

説」　（Oqep耳、IleTep6yPrcKoro：pa60qero　江B班一’

・瓶・…90－x珈・・1・HIII・・，1902，112P）〔122〕

である。これはペテルブルジェッツくべテ

ルブルグ人）というペンネームで書かれて

おり，，副題に「個人的回想をもとに」とあ

ゴるように，「 ^動の渦中でのなまの記述が貴

重で，当時の運動の雰囲気発展農階も分

る。この文献は，およそ90年代の首都ペデ

、、ルブノヒグの労働運動史と．レては，奉礎文献

「の一つで，内外の研究者がしぼしぼ利用し
　（注1）
ている。また，文中i1896年5月の綿工業

　　　　　　　　（注2、
労働者の大ストライキにもふれているが，“

このストこそ，前述の労働時間短縮の法律

制定へと，・政府をつき動かした原動力であ

・つた。しこの筆者ほゴ「ほかにも労働運動関係．

の論文（前述の「ブイロ漏工」No．24，．1924

所収）を書いて回り，ま．た，本書の改訂版

ともいうべき，20世紀はじめまで記述を拡

げたもの（1924年刊）もあるが，これは当

館にはない。なfO“i　1彼は医学生出身で，90J　・

年代前半からペテルブルグで活動をは1じ

め，独自のグループを形成していたが，の

ち，はっきり，いわゆる「経済主義者」の

立場をとるにいたった。’

（注1）　例えば，R．　Pipes．　Social　democracy

　and　the　St．　Peterburg　labor　m6ve．ment，

　1885－1897．　Camb．，　1963　（335．43－P665s）

　・（邦訳，桂木健次意訳「レーニン主義の起源」．

　河出書房，1972〔EB61－12〕や，わが国で・

　は，（注2）の和田論文参照5　　　　　　　　　う

（注2＞　このストの詳しい研究は，和田春樹’

　「1896年ペテルブルク綿工業労働者のゼネス

　ト」『社会科学研究』25巻4号，「1974参照。

　ほかたゲ労働者向けの啓蒙的づンフレッ

トを一つ挙げておくと，．「何故ロシア労働

者には政治的自』 Rが必要か？」（Hoq騨y’

pyccK・・M　P・6・…M・yeltHa　’
@fl・…T四ec痂cBg・

60Aa》泓．，・1902，11p）〔106〕がある。ロシ

ア社会民主労働党モスク7委員会の刊行で

ある。内容についてはコメントするまで電

あるまいげ

　以上力㍉主な労働運動関係の資料グルご

プであるが，さて次に，もうrつの資料グ

ループともいうべき，社会民主労働惚々内’．

各派の論争資料の方に眼を転じよう．。内容：

』を大まかにいえば，党史上大きな分岐点と

なった1903年の第2回堂大会前後，とりわri

けこの大会で，これまでレ一三ンを中心1こ、

まとま？1てきた，．いわゆる「イスクラ．」派

が，例の党規約問題をめぐって丁ボリシェ．

ヴィキ」派（レー三ン派）と「メンシェヴ
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・4キ」沢（yrノヒトフらンに三三．した直後．

の時期・（特に1904年）の両派の主張に関す’

る．ものが多い。

　第2回大会直前のちめとして偉，・．リーitザ

　〃（P・1…9・・　1870r－1938）編集の「党綱

細作成資画集4（MaTepvaalibi　Aafl　Bblpa60TKva

nai脚。卿。騨・bl・B…1一3・昂・・1902

’十3）〔33〕・がある6リャザーノ、フ（本名，tt　、J

ブL歩デンダッ’ハ）．・ぽ・、かなb．風変りな人

物であ、るが，亡命中に猛勉強をした博学な

、人で，ソビ午ト政権になってから，一1，ルク

ス・エンゲルス研究所長ζなり，・マルクス

主義の始担たちの文献研穽におけ、る第一人

者であることはよく知．られているが；30年

代末に粛清された。この当時は「ボリバ」

　（闘争）団をつくわ，．．レーニンらゐ「イス

ク『」派ξ1．同派が月のかたきにしていた

経済主義者のゲルvプ「ラボ＿チ・＝エ．ジ

、エーヤ」｝（労働者の大義）．派との中間に立

づ℃調停派の役割をしょうとしていたので

ある6この「鋒料集」も，まさしく「ボリ

バ」．・団のリ》ザー！フらしく，第1分冊は

・「ラ／“ts－i一一チ…一・ジ・一則派の新字’領

　（但しその理論編のみ），，第2分冊ぽ「イ

スクラ」派の綱領批判論文，第3．分冊は自

’渾の」ボ・1）ノミ」団の綱領とその解説を収録

・している。といっても塾して中立ではなく

て「イスクテ」派に厳し陸ことは，第2分

，珊は全編彼の批判論文で，とりおけ第3節

、は「正統主義の軍服をつけた日和見主義」

乏題して，、嫁つきリン、｝≒ンたちを批判し

ていうこ．とを見れば分る。ついでながら，

ζ’O「ポリ・バ」団は・第身回木会を前に，1．

掌をかく乱した，として大会参加を拒否さ

「れてしまった。

　第2回大会そのものについてゐ資料ぽ
，「ｵ2嘩潮脚浸」（MIBe・ll・・脚BT・P・M

・、　09epeAHo“f　crbe3A6．置．，ユ903，31p）〔104〕カミ

ある。大会で採択された綱領と決議が収録

されているb1903年10月の刊行であるか

ら，7～8月に開かれた大会の庫後であ

る。収録内容そのものは，今既色々な資

料により知ることができるから，何等珍し

くないが，このパンフレ・ット’には’ uロシア
．社会駐蠣党鴎室．翰墨．というゴ．

ム印が押してあり，1よほど読まれたらしく

てボロボロになっている点が注目をひく。

（注）“PoccvavacKafl　Couzag」LeMoKpaTzgecKafl

　Pa66qafl豆aPTvafl．　Bva6［vaOTeKa　M　APXKB”』

　というゴム印である6同じ印は〔48〕「〔105〕

　にもある。ほ加こ，「ロシア社会民主労働党中・

　央委員会」の印のあるものが7点〔23，26，56，

　64，114，127，128〕，「ロシア社会民主労働党ベ

　ルン・グループ」の印のあるものが2点〔13〕

　〔42〕ある。これらの資料が，どういう風にしてご

　所蔵者を変え，遂に当館の蔵書になるに到っ．

　たのか，誠に興味しんしんというほかない。

　　コ』レクション中のボリシェヴィキ派の出・．

版物のうち大会後，比較的早く出たと思わ

れるのは，．無署名の「党に訴える∫（Knap－

丁四・揖．，’1♀04，16p）〔105〕である。恐．

らく1904年9月は．じめの刊行であろう。本

文の終りには「リガ委員会」とあるのみ’

で，本文につづいて，リガ，モスクヴ，ジ

ュネrブの三組織の声明が収録さ乳てい

ゐ。とこ’ ?ﾅ現在ではζの論文の執筆者が

レー・一　＝’ 唐ﾅあうことは明かにされており，

「全集」1にも収録されている（邦訳「全集」

第7巻，pP：　487－495）。内容は，，．党分裂後

の状況をうれい，この事態を救うために早

急に第3回大会を召集することを訴えたも

のである。当時，なぜンーごンの名を伏せ

たのか？という問題が残るが，恐らくレー

ニンのξうな大物，そして党分裂の際の

渦中の人物でもあるレーニンを前面に出さ

ないで，多数派（ボリジェヴhキ）を支持

’する党内大衆の要求（「22人の呼びかけゴ
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と称されていた）に応えて出された，とい

う形式をとりたかったのではなかろうか。

　オリミンスキーとボグダーノブが作成し・

たパンフレット「われらの論争」（Hamli

HeLopa3yMeHvafl．温．，1904，93p）〔4〕　をま9

月前刊行で，第2回大会でボリシェヴィ

キ，メンシェヴィキ両派に割れた問題を，

その後の状況をふくめて，，ボリシェヴィキ

の立場から論じている。二人の小論を数編

ρ喋めたもρ・標題は・オ・・ンスキー

の冒頭の論文の名からとっている。実はこ

の二人は，このパンフレットではそれぞ

・れ，ガレルカ，リャドヴォーイというペン

ネームで書いているが，前者ははじめナロ

「ドニキの「人民Q意志」党系に属してお

b，のちにマルクス主義者になり，この時

点ではボリシェヴィキ派に属していた。ソ

ビエト政権になってからも，党史関係の資

料の編さん等に参画した人。アレクサンド

ロフが本名。後老はボグダーノブというペ

ンネームの方が有名だが，本名はマウノフ

スキー（A．A．　MaπHHoBcK嘘，　i873－1928）

である。彼は哲学，経済学，自然科学にも：

通じた人で，この時点では有力なボリシェ

ヴィキであった。しかし，1907年頃からは

次第に党を離れるようになった。哲学論で

レーニンから厳しい批判をうけたことは有

名である。なお，旧帝国図書館からの編入

本中に，彼の「経済学小教程」改訂第2版

（KpaTKvath　Kypc　gK・H・M四ec噸Hayl田・2．・・A・

CH6．，1899，321P）〔DA1－291〕がある

が，仲々の出来ばえである。同書は革命後

も版を重ね，当館には1922年刊行の第10版

もある〔330．1－M251k－10〕。

　同じくボリシェ1ヴィキ系のパンフ？ット

として，シャホフの「大会をめざす闘争」

（IIIaxoB．　Bopb6a　3a　cse3A．舐．，ユ904，114p）

〔68〕がある。これは同年10月の刊行とさ

れているが1第2回大会後の党内闘争に関

する資料集である。彼の本名はマリーニン

（va．VI．　Ma朋HHH，1877一　）で，、この小冊

子には無署名の「序文」がついており，こ

の資料を研究することによって「党内闘争

にかんする自主的な判断」をうるごとを期

待する，とのべている。この「序支」の筆

者も実はレーニンで，現在やはり「全集」

に収録されている（邦訳「全集」第7巻，

p．　455）o

　以上3点は，1904年8月に，レーニンと

その僚友であるポンチ＝ブルエーヴィチ

（弟）がはじめた，多数派（ボリシェヴィ

キ）の思想宣伝のための出版活動の一環と

して刊行された。ちなみに，’前記「党に訴

える」の裏表紙には，両人の連名で，党文

献「とくに多数派の原則的立場を擁護す

る出版」を企図しているから，共感する人

びとはこの仕事を物質的，文献的に支持し

てほしい，旨の声明が出ている。なお，こ

のポンチ±ブルエーヴィチなる人物は、誠

に異色ある人なのであるが，彼については

また後にふれることにしよう。

　このコレクショ．ンには，もう　一一つボリシ

ェヴィキ派のパンフレットがある。クラシ

コフめ「第2回大会について同志たちに訴

える手紙」　（H．A．　ICpaCKKOB．　UtvaCbMO　K

ToBapvamaM　o　BTopeM，　eseBAe．　an．，　1904，　23p）

〔128〕である。ここではパヴロヴィチとい

うペンネームを使っており，第2回大会で

「多数派」と「少数派」に分裂したいきさ

つをのべつつ，マールトフら「少数派」を

批判し，「多数派」の立場を擁護している。

　これに対し，メンシェヴィキ（少数派）

の立場から議論を展開している資料は2点

ある。一一？1＊チェレヴァ＝三γの「組織問

題」（9・peB・・四．　OP・aHl・・all…曲，。。P。c．

舐．，1904，56p）〔64〕，・今一つは，既にふ
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れたメ．シシェヴィキ派ゐ代表的入物．マー．　ヴィキ派とメンシェヴィキ派力㍉共に自派

ルト7の．rbシァ社会民主労働党内におげ　　の左回性を証明するたあに，競い合って障

る儲状態』と．の騨」“M・p・・B・r卿縦を試みb，．と・～誘態が生じ・御、

、B・画・・‘‘c・・a…騨・oil…g・”・P・C・一9・P・「』期の野史がいくつか誕生した・‘そ⑳ちQ・

II・OIEC・4go4・96P＞〔126〕で：ある。前者　．　二君の一ρが，本コレク、ション中のアキT．

ぽ，レー』～・の党組織論への真向からの批1・　モフ（B．fi．　AKvaMeB」1872－1921。’本名マフ

幽判・・i’，　，地方委員今の自誓聾を強乱・　・ノーヴ・ジ）の「融ア社会駐労騨の

ζれを欠いたレー’ニン的な党中央委員会の　　　i発展の特徴づけのf9めの奪料」（MaTep幽服

翻涛．大衆から灘し嬉翻繍こな・脚X・p・・T・P”・回忌a8署巷）P・c・A・P・fl・一

るe．と警告している。この小冊子青め序文　　．OK．，1904，．137p）．（66〕．である。．筆者はメ．

1ま，』マニノレト．フが書いている。なお，チェ　　．シシェ’9“　）fキ派の重要人物の二人で・経済

レヴァー』シの本名．は，リプキシ（Φ・A・　　主義者の代表的人物とされ・ている。しか

．JAvallKtiH　l、i816一）である。　．　　・　　「　し，彼のこの立場が・かえって党成立前後’

　後者は，第2向大会でレ．一触ンぶっくり・　　．ゐもろもろの運動のよい叙述を与えること

詣膿黒織縞．’ξ響騨騨騨㈱
・・る・序文にlgq・鯉月叩付カミあ幅1　『と注・）．．一儲φよい紹儒憶榔「党

題e＝・　’rレー＝．ンの手紙への回答」とある　　　　史研究の歴史ゴ（前掲，’菊地昌典編「ソビエ

が1’この手紙どは「私はなぜrイスグラ』　　　　ト史研究入門」PP・135～146）を参照のこ

攣騨盤謬認書等ざ’（南磁叢錨噸鍛x
でレ7ニンは・マールト7を先頭とする　　翌、9。5年剛そ÷して・’・る．これは，嫁され．

　「イろクラ少数派4に分裂ぼ）一切の章任が　　．．て，エFrankel．　Vladimir　Akim。v．pn　the

ある，と名ざしでマールトフを批判してい　　’．　dilem甲as’of　Ru5si琴n　Marxism「1893－1903・

’．kの帳この撒牽き画病・、謝∴1961〔EB6i一5〕噌セこ鞍下・

磯誰瓢灘識’か継く塾頭諜葉・
南る・　，　　．．ノ♂　　 　　tt　　　　’　　のがある。マールトフ「ロシア社会民主堂

　以上ぺの追加どして，初期の党史ともい　　　・史」加藤i一郎訳・新泉社・1976〔A56－rR4

うべきもゐが聴ある？で触れ剛・　・一2〕．

1聾難鷺纏縫襲　③、その面諭酬
さ劣徳て，三脚吻吻の警察＊ltのtt、輸資料輸なものから挙げると診
吻嫡るスピリドーヴ・ゆ脅～・た本．い・φは・・「ド鉢ボール撮叫旨鞘ヴ
ヵ・，．麟こ雛一の・…エ・野史セこなつ一SV一ギンの書簡集」⑩・・M・脚6・P・ec一

た1これ耐し，アルクス蟻の立捌こ立tt・⑱P…B・・騨而・B・B蜘・Ha・Ch・i・t’

づ・シア社会駐労醗喘館第2回，ch・・ch・「E・g…9σ…58・23gP）．．972〕で

轡分裂し聯を聯て卿シ汽，茄ドタ鷺洲と恥郷弊∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一・
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ではなじみが少いガ・もしれないが，ロシア

のコーカサス山地にあって絶対平和主義を

となえた農民の土俗宗教集団である。ロシ

ア帝政政府からはtしその平和主義と兵役拒

否行為のゆえに迫害をうけ，遂にカナダに

安住の地をもとめて，1899年，教徒たちは

移民船で同地に集団移住したのである。こ．

の教徒の指導者がヴェリーギンで，特異な

人物であっだらしい。文豪トルストイがこ

の教徒の窮境を知り，，移出㊧ための費用を

捻出するため，一時執筆が頓挫していた長

編小説を，短期間に完成させたのである。

ヒの小説こそ名作「復活」である。’

　本資料集は，このヴェリーギンの書簡63

通（教徒や肉親宛てのもの）を集めたもの

で，，，1888年かちカナダ移昂の年までの約10

年間のものである。彼自身はこの期間，極・

北そしてまたシベリアの果てと，濫獄を転

’kとしていたみである。驚くべきことは，

何とこの資料集の冒頭に，50頁以上の長大

な序文を書いているのが，前記，レーニンの

盟友ポンチ＝ブルエーヴィチ（B．几BOHq一

』BpyeB四，1873－1955）である。彼は，そ

の後間もなくボリシェヴィキ派になるが，

その後も宗教問題に関心を持ちつづけた数

少い革命家の一人である。この当時はドグ

ホボール教徒に大いに関心をひかれ，彼等

の移民の際ぽ1899年4，月の第3船に乗りこ

んで，『カナダまでついていったほどであ
（注）

る。なお／この資料集の巻末附録には，ト

ルストイがヴェリーギンに送った2通の書

簡も収録されている。ちなみに，この資料

’集は「ロシア諸教派の歴史研究資料」とい’

うシリーズの第ユ巻で，イギリスで刊行さ

れた。発行人はチェルトコフ（A．’Chert・

koff）になっているが，この人物は，有名

なトルストイ主義者で，翁の側近にいた人

であるが，ドゥホボール支援運動のかどで

国外追放となり，イギ1）スでクエーカ「派

と共に救援運動をつづけ’ていためである。

トルストイ翁にドゥホボールの話を強く吹

きこんだのも被である。

’（注）　日本人の恐らく唯rの研究書は，木村毅

　・「ドゥホボール教徒の話」講談社，1965

　〔198．99－Ki188d〕である（新版，恒文社）。

　こ・の項を書くに際しても参照させて頂いた。

　ポンチのことは，本書p．307に出てくる。

　つぎに，「大学問題資料集，第1集」

（MaTepzallbl　ne／　yHzBepczTeTcKoM．y　Bonpocy，　．

Bbln．1．　Stuttgart，1gQ2，58P）〔73〕塗挙げ

よう。’これは，もともとはゲォ＞vギエフス

キーという文部省学術委員会の議長をやっ

ていた人物がまとめた「学生騒動に対する

政府の方策・命令概要」かちの資料の抜す

いである。ストゥルーヴェが序文を付して

いるが，治安対策用の政府刊行物を逆手に

とった感があるbというのは，刊行が1902

年であることと，tt序文を書いている人物に

注目する必要があるからである。．

　この初年，19Ql年春は首都ペテルブルグ

で学生が専制反対のデモに立ち上り，学生

運動と政府の措置が特に注目をあびた時期
　（注）
であQ，ストゥルーヴェ（H．CTpyBe，1870一．

1944）なる人物は，は，’じめマルクス主義者

としてロシア社会民主労働党の創設（1898

年）に参画し，有名な創立．r宣言」を起草

しkほどの人；　’2i5る。のち自由主義者の射

場に移行したが，1901年春にはジ学生たち

が反対していた政府の「臨時条例」（集団

で騒動を起した大学生を徴兵にとるという

条例。1899年制定）に反対して行動したた

め，自由主義酌経済学者のトウガン＝バラ

ノフスキー一一・とともに逮捕されたのであっ

た。彼はこのあと国外にのがれ，ドイツの

シュトゥヅトガルトで，．急進自由主義の立

場から編集した雑誌「オスヴォポジヂェー
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二土」（解放）．を出しはじめる6この資料

集の裏には，この雑誌の広告が出ている。

彼は翌年，政治結社「解放同盟」をつくる

中心人物g）一人になるのである。

　なお，この資料集には，1858年から90年

にいたる政府の施策関係の資料が系統的に

収録されている。これ以後がないゐが惜し

まれる。

（注）　この春の学生運動，ストゥルーヴェの動

　き，等についてほ，・’和田あき子「1901年春の

　学生運動」（「ロシア史研究」19号，1972）参
　照。’

　　きわめて珍しいと思われるのぼ，若き日

・のドストエフスキーとその兄も加わってい

たζとで知られる「ペトラ累エフスキー・

　グループ」関係資料集である（06meCTBd
　iipoHaTaHAbi　．B’　1849　r．　，1［eMnllx？，　1875，　181p）

〔79〕。このグル・一一プは1840年代後半に，ペ

　トラシェフスキー（IleTpameBCKMn，1821一一一

66）を中心につぐられたザークルで，フラ

ジ兄ンスの空想的社会主i義者フr一リエの思想を

研究していた。1849年に逮捕され，軍法会

議で23人中21名が死刑判決をうけ，執行直

前にシベリア流刑にかえられた。ドスト出

フスキーもその一一一：人であった。この資料集

には，政府側秘密文書と最高決裁文書が収

録されており，政府の役人リプランドの意

見書の抜すいカミ冒頭にあるが，彼等がこの

　グ七一プをいかに過大に考えて恐れていた

かが分る。ドイツのライプチヒでi875年に

刊行されているが，このコレクション中で

「番古い刊行物であり，また一番高価であ

　つた。

　　あとまだ取り上げたいものはっきない

・カ㍉，若干迂回につく個々の資料に少しふれて

、置く。

　　旧帝国図書館所蔵品書のところでふれた

司祭ガポソのアピール，手紙を集めた薄い

パンフレットがある。、　1905年革命の口火と

なった「血の目潮目」の直後の1月15日付

で書いた「すべての農民大衆に訴える」

（Ko　BceMy　KpecTbflHcrcoMy　lro1［y　BoBBBaHXe）

て30〕は，刊行地も刊行年もないが，同年’

末か翌年はじめの刊行であろう。社会革命

党（エスエル党）の刊行になっているから

ジュネーブで出されたと思われる。超小型

で薄紙をつかっており，巻末には「ツァー

リへの手紙」「内務大臣ぺの手紙」等を付

してある。

　後期ナロードニキ中の異色ある人物，ル

バーキン（H・A・Py6aKvaH，1862－1946）め

「闘tたちの中で」（CPeRva　60PllOB・C■6・，

1906，263p）〔115〕は，忌め随想的文集で

あるが，ペテルブルグで出されたから合法

出版である。事実，内容もむしろ地味であ

る。ここでいう「闘士」とは，決して特別

の革命の戦士のことではなく；「勤労大衆

のよき未来のために闘らている」自．分たち

のまわりにいる人びとめことである。この

書名，「……の中で」という題名は，ほぼ

同じ頃，彼が初版を出した社会科学関係の

詳細な文献案内「書物の中で」（Cpe」cva　KHvar）
　　　　一　　　（注）
を思い起こさせる。・なお，彼の著書は，・旧

帝国図書館未整理本からの編入図書中に

「小さい火花」（UtcKoPKva・CH6・，1901，283p），

〔KP239－15〕という文集があり，そのほ、

か仏文の著作など数点が当館蔵書中にあ

る。この「小さい火花」という書名は，

1900年末からレLニンらが出しはじめたロ

シア社会民主労働党の非合法機関紙「イス

グラ（火花）ゴをもじっているように思わ

れるのだが……。

（注）’ルバーキソ，特に彼の文献学者としての

　側面を紹介した好論文として，佐々木照央「ロ

　㌢アにおける文献学の歴史一ナロごドニキ「

一一V　34　一一
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1の文献学者H．A．ルバーキンの場合」（「経

済資料研穽」Nq．11，1976年7月）・がある。

　スイスの学者（・ミーゼル大学教授），ト

ゥLン（A，Thun，1854－86）がドイツ語

で書いた名著「ロシアにおける革命運動の

歴i史」、の露訳本（vactopvafi　peBonroqvaoliHofo

江…lt・・曲P・ρ・肌温・・1903，BLIh・1－2）

〔123〕も興味をそそられるもりのr℃であtt

る。この『レクショ．シ中のものは社会革命

党（エメェ・レ党）の珊瑚古・・弛一ド

ニキのシシコが旧訳レ，、注を付している。

割に小型のもので，、もともとは2分冊で刊

、行されたが；コレクション中のものは惜し

いごとに第2分冊りみである。近年，ドイ

ツ語原本がiJプリントされたので（Ges．、

chichte　deic　revolutionaren　Bewegungen

in　Russland．　New　York，　B．　Franklin）

〔947．　08r－T535　g〕，．これと比較してみる

と，’rロ7ドニャの運動に関係ふかい部分

を主として訳出しており，．しかも叙述の足

りないところ，不正確なところには沢山の

注をつけて補足している。「社会革命党」

の前史を学ぶためのテキストに代用された

めかもしれない。コセクション中のものに

は「社会革命党パリ・．グループ」という』f

ム印がかすかに判別され，表紙は手ア．カ． ｶ、

みてポロ・f　P・　tltなっている。．

　面白いことに，これと同じ年ゐ1903年

に，マルぞメ主蓉者の側でも競い合うかの「

ようにこの本を露訳し，同亡くジ出ネーブ

で刊行している。ヴェ．一ラ・ザスLリヅチ．

らの訳で，．プレパ．一ノブが可成り長い序文

を書いている6「革命的pシア社会民主主
　（注1）

義連盟」の刊行である。本書は当館にはな

・いが，革命後出たこれの第’2版’（1920年）

が「播磨文庫」中にある〔947．08－T535

i〕。これでみるかぎり，前記「社会革命

党」の訳本より原著の構成に忠実である。

なお，忘れえぬことは，’日本でもすでに明

治年間に，’ドゥーンの原本を利用して書か

れた本がでて．いる，．という事実である。’ 戟f

山専榔「近世無政府主義　（注2）「．」（明治3．5年；

igO2）がそれである。土ス11・ル系，’　．アルク

ス主義系，いつれの露訳本よりもi1年早．，

いことに注目しておきたい。、

　（注1）　この「連豊」ほ，1901年10月レー＝二y・1．

　　の提唱によってつくられた。’「レーニン，プレ

　　ハーノブらをふく：む「イスクラ」派の在外代

　　表者組織である。

　（注2）　和田春樹，前掲「・＝『ライ’・ラツセ

　　‘ル」下，p．197参照。

　　以上，20世紀初頭の野桁物め紹介に集中

　したので，第1次大戦前後，．つまり10年代、

　はじめのものを少し紹介しておく。

　．「ぐミルカγρ雲行きがあやし．ζなってきた．

　1913年，干スエノ？系ρ出1仮籾どして，ア．レ

クサン5“　p　7’t．ヴ・・V　；・1・・　7．スキー共著の

　「軍事問題に？いて。一二1：国の防衛（ll・

　BoeHHHM　BonpocaM．・　No．　1　：．060poHa　cT’paHsi．

吻町・・』1913・32P）．〔5〕賜る・ヴ・ル

　ホフスキ「は既に紹介しな古レ『・ナロ．一ド『

キだが，アレアサンドF7ゐ方は，名∴交

称がついていないので誰だかよく分らな

　い。このコ．レクショ‘ンの添付リストでは，「

M．．S．と断定しているが，ゴ 繧ｵそうなら1

　さきに紹介したボリシェヴィキのオリミシ

　スキー（ガレルカという筆名もある）の名

　と匝瑳のイ三シアルである（ミ・、イル・ス・

　テパノーヴィチ）。彼もはじめはナロード

ニ．キだから．・亡命効きでお互に協力してr

軍事問題で一つQパンフセヅトを出しても．

不思議はない・．，L．かし，やこ鱒彼蜥定
1一 ﾍしないでおこう。・、，

　　内容の方は∫まず彼り序支ぽ，1政治的自1

憾めある国でぽ軍：事簡題が自由1に議論でき

るのに，ロシアではそれが不可能だから，

残された唯一の方法は非合法出版のみ，．と‘
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tt

ﾌべている。、．ヴォルホフ子キー1の序は母　　　衛」派になった。彼はこの諦文集の冒頭論

・．＜，’この出版物嫉第1に軍人，第2にロシ’ @　文「窺在の戦争と社会主義者」を書い1（い

・アφ民主化の促進に尽さんとするす球ての　　　’為が，今次戦争嫡世界の強国間のヘゲモニ

人びとに向けられているヂとして，フラン　　’一・一一・争いで山江と見つつも・最大の責任巻

．ス靴や叫アの勘が母翻で果レ　はドイ瓢そのドイツが仏画こ宣戦布’
輝人の役割がら説きおこしている・こみ、告したの噴成したドイツ社会駐党の行

ペンフレジト中ζは，フラシス社会党を代・・．　為は重大な誤りである；と「方的に論難し

表してジ・レスカ・議醍引割鱗草　ている・そレて，ドイツが勝利し＃時の方々ミ“

案嘱訳もふくまれておヅそ趣アレク　危険力・より大きいとしr・ドイツ撒ゴける

サンド・フカ・二半1的に＝EンS　’してVる・・　場合にのみ将来・噺い・ひど・・災軸が人・

　『夫戦がぼっ発してからのもりとレては・　　1類を脅かすと．とがなくなろう・『．と論Pてい

ボリジゴヴィキ派の：トロヤノジスギー（A・　　る。この論法から出てくる態度ぽ明らかで

T・一・麟1－・882r・955）が書・・た職争　あろう・つまP・・シアの社会蟻者は，一ド’

とロシナ，にお断る労働階級の任務」（B伽a’ @イツを打ち歪力1すために・政府の戦争遂行1

’聯騨P・66旧臣：・曲P一・OIC・・．に協力し湘蹴守塾・というrとである・1
・g15・．　32P＞〔・25〕潤る調国購蟻・（注〉：．tの体騨，，、。、een　years・n・S・ber・。．

．的なふ脚気が？二二｝¢労押型1薄　　L・・d・n，，・9・3〔・55一・・9〕として刊行きれ・

制打倒をめざしてFdi　s　zべきことを訴えてい　　　　　：て㌻・う。

『る。ポリシSヴィキ与り基本路線どうり，

1ξ陳浜．う（し瓦鶴岡り・9・7・Q’・・　ゆか・一・フ嗜文は・前年賜

年期に鴎メγシェヴィキ派に移って．V・　．大戦勃発直後に書かれた罫ンフレット．「戦層

た）よ嘩都響年・騨漣大使をつ　廊ついてiをうけ℃「再び瀞セごつい・・

どめ冷遇紹フ贋二慰TpoaHOB面・　て」と鋤たれていう．す嘩箭年のパン・

』．勉e「AgdwcaHApoBMq）の父君であう。、1’・・∴フレットで・彼嫡何故自分が祖国防衛派と

く注）。の献・稠叢誌の徽款よる6’なったか・の融をのべて・「すべての先・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1㌧進的資本主義国は最新式の帝国主義の罪を．

　　脚％ヴ・キ派嚥度と対照的なの．．i刑しfV・るゴとしながらも「そe・tzこ駆

がJ’メγρ／干ヴィキ派の難争論である6、ヂ　　　剃が必要であるゴとし1「ドイツの帝甲主

・イチ・　i・ie　V・・ヅズ7咳ヅシスギー…義こそカ・柳どれよりも好戦的で…∵二・他

ら数人のメシシェヴィキ泣ちの文集』「戦争tt、，のどれよりもヨ・一望ッパの平和に対して危
．輪」（B曲…6・P・卿高詠・・，P・・i・，・9・5，．険である」としたので認前記ヂ。イチ・’

1106Pン「〔130〕がそれを串く示しvC．いる。ヂ　　　の議論の枠組が・傘くプヒバ∴ノブのちの

エイチく」・「・聯・・ユ855－1941）をよナ・’マ脚．．であるととは舶であろう・「再論」の方

ドニ皆野のちプレハー・フらの傍．・t．／tでぽ前年がンフヒ坦こ対す酪暗

君解殊」団に加わっで漬坊中に逮捕されP・　　‘からの批判にこたえる1というかたちをと．

畜晦の騨牲髄卜し臥だtt、＿tってい為・彼は自分の蜴を耀しつD・
が，その二心ンシェヴィキ！『くわわり1・第「　しかもそれがマルグメ主義の観愚から出て：

・・獣戦ヵミはじま1ると・・1・1わやる』「翠防・・’〈るも蓼姉ことを野晒・・てい硲・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　36一一
　　　　　r，　，



必ずしも説得力はない。、　　　tt　tt　’　　では最後に，このpレクシh，ン中のアナ

．〈注）「 ｱ礁にっしl・，、、，田中購「。レァ経・、一キス野菊鞭ざっと紹介する・

　潮澱噺究一プ・ぐ．一．・フと・シア資一．、舟（B・）とv’う砧シアルのみの筆者

　本主義論争」ミネルヴァ書房，1967，P．344　　．による　「自由都市」（Bo岬麟ropeg・21P）

　参照〔331・23－T－T4762r〕。．層　’ 　　　　〔8〕，1「社会革命の諸任務」（3aAaqva　douM一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「a肪H磁peBoJIIollzM・、12P）〔9〕の2点は，・

　途中Q論文は割愛するとして・末尾に収　　　・ごく小型の薄いパンフ，Y；yトである。ベー

・理れているのはアレクシγ神一（v・A・　と・・うの灘である醐らかでなく，賄

鱒・・H・瞬187匪・〉の「誰との多数　地，三年もない．一

・派？」という一r文である。この筆者は・　　’　クロポトキンのものは2点ある。この高

：1懸鞍当無ポリ％ヴ・キ漁第・名なア弘キストについてはコ’・・7ト腰

掴会へはロシ ｢盛二二党の議員と　すまい・病冠社会蟻塩瀬甑」（Pae一
して選出され論人である。’しかレ，第2国　　、即ocTpaHeHHe　paAHKa∬翠田。．coμm朋cT姫ecκHx

会が解散させられた後亡命し，・その後ポリ，．、　vaAeti　r　7P＞〔50〕乏「ある革命家の手記」、

シヂヴィキ派からはな；れ・前記ボグダrノ・　（3allvacKld　peBonrollxoHepa・cR6・・「Igo6，　47ip）

フの立場嘩くなり・．簿記撒の噸で、　〔脚47rK93・〕である・瀦｝まフ「ラン

はメン平エヴィキ派として・祖国防衛派の　　　言語からの露訳で，内容は簡潔な社会思想

・立場になっていた・この論文も・その立携　　∫史である。後者は余りにも有名な彼の伝記

からボリシェヴィキ』〔多数〕派の貯毯…≒義‘ @．で（英文で先きに発表）・既に当餌にはt播

の立場がどく少数派であることをや喚した　tt　磨文摩」中に同じもの炉1冊ある。邦訳さ

ものである。皮肉なことに・開戦当初こそ　’　Ptていうヒども島知であろう（「革命家の．

愛国熱にうかされて・祖国論詰力1社会のた思咄」．勝報造訳・剛1文嵐及び彫

圧倒的多数を占めていたのに・うちつづく、　．　r’露訳・葦刊1岩：波文庫塚）。、

．戦争とそれによる国罠生活の疲弊は，国民　　　　以上可成りの解説を加えながら，主要

劫浦そ班倒的部分であ膿属浜弓・混血殉一プ睡と・り上げてきた．ま．
を反戦，厭戦セとお、しゃり，ボリシェヴィ、キ、　　だほかにも貴重なものがいくつもあるが，

派の立場を逆に多数派とし，十月革命にお、　’すでに予定紙数を大幅に突破し・ているの

鰍賦課で凱灘＝1論一儲をとどめ聯即
　　マ）の開設に踏み切らざるをえなくなった。　　tt（しようの・あらた

　　しかし，ボリシゴヴィキは第1回国会選挙を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取集整理部外三図書課主査）
　　ボイコットした。はじめて参加したのは第2

　　国会（1907）からである。

〈注2）　このtiレクショ．ソ中に，「人民ば何を、

　　の癌鯛（q…x曲Ha…？∬・p聯，、■・9追記〕’紛’レグシ・ンの灘旙くにあた
　　1914，’79P）〔3〕と」・う題の小冊子がありi　・　’り，かつ七添付リ、スト鷺もとに・：ロシア史研

　第2国会の社会民主労働党議員に臥した民衆　．』　三家東京大学助教綬・和田春樹氏からいくつ

　　の要望書（ナカーズ）が収録されてyるが，　　．　．もの貴重な御教示を頂戴したことが大いに役

　　こ9序文をアレクシソスキーが書いている。　　　　・立切ヒ・斥に厚く感謝したい。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，このコレクシ虫ン資料cb目録力Lド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一37T



作成に当り・・当時の整三部目録謬課長大内峰

O十．（1977年3月．に定年退聯された）、は，レ

．ニ eン図書館から前記アンデノヒ1ソンの「自由

出旧臣」．をマイグ・・㍗・レ回勅．．よせ

て三三こされ，ま．た沢山のペンネームが使用

’されているこれらゐ資料を，マザ．一ノブの

、．「ペンネーム辞典」（H．Φ．MacaHOB，　C［eBaPb

liceBAoHvaMoB　pycclc”x’　qMcaTeneti．．．．　TeM

1『4・M・1孚5ト69）〔014：．　7LM364・〕にい

ちいち当って本名を確定された。tれらの御

努力がなかったな：ら，この難しい資料の正確・

な目録カードを作成することはできなかった．

であろう。ζこにお名前を記して，その御努

力を銘記したい。

」つ　』

首年後の、奇縁

　　1872年5月長崎港に着いた外離船「ニュー皐一㌍号かち一人OPデンアーク人商．

人が下船した。ル」ドヴィ．グ・ヴァ．一ナー・ヘルムズと名乗るこみ紅毛人ぽ，旧

く都・江戸をはじめ目本各地を遊覧し，8月にぽ米国に向けて横浜港を発った6、

　’約百年後の1968年1項・1ヴヅーナー・W・クララプは国立国会図書館20周年記念’

・式典に招かれて来目し，モPッ．コ皮で装肥した一冊の美本を当館に贈呈した。これ

．は氏の母方の祖父ペルムズの著書であり，、そのr章が中国・日本旅行記に割かれて

　いる。　　‘「　　　　　　　　「　．　　　　　　　　　　’　‘　’　　　一

　、因みにヴァLナt・一．・．クラ．壷プは当館創設の功労者であり，1972年死後その遺蔵書』

553点が当館に寄贈された。．

Helms，　Ludvig　Verner．

　・Piopeering　ih　the　Far　East，　and jourheys　to　Califor．i　ia’in　1849　4pd　to　the

whi・・s・a　i・ユ878・Wi壬h．ill・…a・i・n・’f・…igi・・1　pke・・he・ahd・phg・6g・aph・．

London・Ψ・H：Al16n＆Co・，1882．408P．　　　　tt　（図書館学資料室蔵）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三谷弘）

・ノ

／
」

　　コ懸．難
・　　　苧　’9く
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